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農
水
省
は
３
月
２
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
食
糧
部
会
を
開
き
、
主
食

用
米
の
需
給
見
通
し
な
ど
の

基
本
指
針
（
案
）
を
示
し
、

了
承
さ
れ
た
。
昨
年
１１
月
の

基
本
指
針
で
設
定
し
た
２１
／

２２
年
（
２１
年
７
月
〜
２２
年
６

月
）
の
需
要
見
通
し
は
、
変

更
し
な
い
。

直
近
の
販
売
動
向
を
調
査

し
た
結
果
、
前
年
よ
り
増
加

し
て
い
る
も
の
の
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
る
影
響
な
ど
、
先
行

き
が
不
透
明
な
こ
と
等
を
踏

ま
え
た
。
そ
の
結
果
、
２２
年

産
の
需
要
に
見
合
っ
た
「
適

正
生
産
量
」
も
６
７
５
万
㌧

に
据
え
置
く
（
表
）
。

少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
、食
生
活
の
変
化
に
伴
い
、

主
食
用
米
の
消
費
量
は
毎
年

１０
万
㌧
程
度
減
少
し
て
い

る
。
２０
／
２１
年
（
２０
年
７
月

〜
２１
年
６
月
）の
需
要
量
は
、

前
年
よ
り
１０
万
㌧
少
な
い
７

０
４
万
㌧
だ
っ
た
。

昨
年
１１
月
時
点
で
、
２１
／

２２
年
の
需
要
見
通
し
は
、
１

人
当
た
り
消
費
量（
推
計
値
）

を
５６
・
１
㌔
と
し
、
２１
年
１０

月
１
日
の
人
口
（
同
）
を
乗

じ
て
７
０
２
万
㌧
と
算
出
。

た
だ
、
２１
年
７
月
〜
１０
月
の

販
売
動
向
調
査
結
果
か
ら
、

約
４
万
㌧
増
加
す
る
と
見
込

ま
れ
た
た
め
、
７
０
２
万
〜

７
０
６
万
㌧
と
４
万
㌧
の
幅

を
持
た
せ
た
。

追
加
調
査
の
結
果
、
２１
年

７
月
〜
２２
年
１
月
の
販
売
量

は
、
前
年
同
期
間
に
比
べ
１

・
２１
％
増
加
し
た
。
１１
月
と

同
様
の
手
法
で
年
間
の
需
要

量
を
算
出
す
る
と
、
約
７
万

㌧
増
加
す
る
見
込
み
。
需
要

見
通
し
は
７
０
２
万
〜
７
０

９
万
㌧
に
な
る
が
、
昨
年
１２

月
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
変
異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
」
の
感
染
急
拡
大
等
を
考

慮
し
、
据
え
置
く
こ
と
と
し

た
。２２

／
２３
年
（
２２
年
７
月
〜

２３
年
６
月
）
の
需
要
見
通
し

は
、１
人
当
た
り
消
費
量（
推

計
値
）
を
前
年
比
０
・
６
㌔

減
の
５５
・
５
㌔
と
し
、
２２
年

１０
月
１
日
の
人
口
（
同
）
を

乗
じ
て
６
９
２
万
㌧
と
算
出

し
て
い
る
。

２０
年
産
の
生
産
量
は
７
２

３
万
㌧
、
２１
年
産
は
７
０
１

万
㌧
だ
っ
た
。
２２
年
産
の
適

正
生
産
量
は
、
２３
年
６
月
末

の
民
間
在
庫
量
が
２
０
０
万

㌧
以
下
と
な
る
よ
う
、
６
７

５
万
㌧
と
設
定
。
２１
年
産
の

生
産
量
よ
り
２６
万
㌧
少
な

い
。２２

年
産
の
生
産
量
は
、
面

積
ベ
ー
ス
で
は
、
前
年
比
３

％
の
削
減
が
必
要
と
な
る
。

２１
年
産
に
続
き
、
大
幅
な
作

付
け
転
換
（
転
作
）
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
は
２

月
１６
日
、
農
水
省
と
の
「
畜

産
・
酪
農
の
振
興
に
関
す
る

意
見
交
換
会
」
を
ｗ
ｅ
ｂ
会

議
シ
ス
テ
ム
で
開
催
し
た

（
写
真
）
。
昨
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
影
響
で
中
止
と
な
り
、

２
年
ぶ
り
の
開
催
。
開
拓
組

織
代
表
か
ら
の
意
見
が
相
次

ぎ
、
活
発
な
意
見
交
換
会
と

な
っ
た
。

開
拓
組
織
か
ら
は
連
盟
１４

会
員
組
織
代
表
、
全
国
開
拓

農
業
協
同
組
合
連
合
会
・
全

国
開
拓
振
興
協
会
役
職
員
ら

２７
名
が
出
席
。
農
水
省
か
ら

は
、
畜
産
局
・
農
産
局
・
消

費
安
全
局
・
経
営
局
各
課
の

担
当
官
１５
名
が
出
席
し
た
。

連
盟
は
昨
年
６
月
、
「
２２

年
度
畜
産
・
酪
農
政
策
並
び

に
予
算
に
関
す
る
要
請
」
を

農
水
省
に
提
出
。
重
点
事
項

は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
関
連

対
策
②
国
内
畜
産
・
酪
農
業

の
経
営
安
定
対
策
と
生
産
基

盤
の
拡
充
・
強
化
③
環
境
・

衛
生
対
策
等
関
連
諸
対
策
の

拡
充
・
強
化
な
ど
６
項
目
。

意
見
交
換
会
で
は
ま
ず
、

同
省
各
課
か
ら
、
重
点
事
項

に
関
係
す
る
２１
年
度
補
正
・

２２
年
度
当
初
予
算
、
２２
年
度

畜
産
物
価
格
関
連
対
策
の
説

明
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

畜
産
・
酪
農
の
振
興
に
向
け

て
、
開
拓
組
織
代
表
か
ら
意

見
や
質
問
、
要
望
が
出
さ
れ

た
。開

拓
組
織
代
表
は
、
配
合

飼
料
価
格
や
輸
入
粗
飼
料
価

格
の
高
騰
に
よ
る
窮
状
を
訴

え
、
飼
料
対
策
の
充
実
・
強

化
を
求
め
た
。
肉
用
牛
肥
育

経
営
安
定
交
付
金
制
度
（
牛

マ
ル
キ
ン
）
に
関
し
て
、
出

荷
運
賃
を
生
産
費
試
算
に
算

入
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

さ
ら
に
、
中
山
間
地
域
な

ど
開
拓
地
の
不
利
な
立
地
条

件
を
踏
ま
え
、
実
情
に
合
っ

た
補
助
事
業
・
予
算
措
置
を

要
請
。
そ
の
ほ
か
、
新
規
就

農
者
支
援
や
、
地
域
に
お
け

る
産
業
獣
医
師
の
育
成
・
確

保
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ

い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
の
意
見
・
要
望
等

に
対
し
て
同
省
の
担
当
官

は
、
見
解
を
示
し
な
が
ら
、

丁
寧
に
受
け
答
え
て
い
た
。

農
水
省
は
３
月
２
日
に
開

い
た
食
料
・
農
業
・
農
村
政

策
審
議
会
食
糧
部
会
で
、
２２

年
度
の
「
麦
の
需
給
に
関
す

る
見
通
し
」（
案
）を
示
し
、

了
承
さ
れ
た
。

麦
の
自
給
率
は
低
く
、
小

麦
は
１５
％
（
２０
年
度
、
重
量

ベ
ー
ス
）
、
大
麦
・
は
だ
か

麦
は
１２
％
（
同
）
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
国
内
産
麦
で
は

量
的
ま
た
は
質
的
に
満
た
せ

な
い
需
要
分
に
つ
い
て
は
、

国
家
貿
易
に
よ
り
外
国
産
麦

を
計
画
的
に
輸
入
す
る
。
同

省
は
毎
年
、
麦
の
需
給
及
び

価
格
の
安
定
を
図
る
た
め
、

同
見
通
し
を
策
定
し
て
い

る
。○

小
麦

総
需
要
量
の
見
通
し
の
算

定
方
法
は
、
「
過
去
７
年
間

の
平
均
」
か
ら
「
直
近
３
年

間
の
平
均
」
に
変
更
。

２０
年
度
以
降
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
に
よ
る
外
食
需
要
減

等
か
ら
、
需
要
が
減
少
し
て

い
る
。
２１
年
度
の
総
需
要
量

の
見
通
し
は
５
７
４
万
㌧
だ

っ
た
が
、
実
績
は
５
６
０
万

㌧
に
な
る
見
込
み
。
２２
年
度

の
総
需
要
量
は
、
直
近
３
年

間
（
１９
〜
２１
年
度
）
の
平
均

値
で
あ
る
５
６
１
万
㌧
と
し

た
。生

産
量
に
関
し
て
は
、
新

品
種
の
定
着
、
栽
培
管
理
の

向
上
等
に
よ
り
、
単
収
が
上

昇
し
て
い
る
。
生
産
量
の
見

通
し
（
単
収
）
の
算
定
方
法

は
、
「
過
去
５
年
間
の
最
高

・
最
低
を
除
い
た
３
年
間
の

平
均
」
か
ら
「
直
近
３
年
間

の
平
均
」
に
変
更
。

国
内
産
の
流
通
量
の
見
通

し
は
、
作
付
け
予
定
面
積
、

直
近
３
ヵ
年
の
単
収
の
平
均

値
、
在
庫
量
等
か
ら
、
１
０

０
万
㌧
と
し
た
。

外
国
産
の
輸
入
量
（
政
府

か
ら
の
販
売
数
量
）
は
、
総

需
要
量
か
ら
国
内
産
流
通
量

及
び
米
粉
用
国
内
産
米
流
通

量
（
４
万
㌧
の
見
通
し
）
を

差
し
引
い
た「
需
要
量
」に
、

備
蓄
数
量
の
増
減
分
を
加
え

た
４
５
１
万
㌧
と
見
通
し

た
。○

大
麦
・
は
だ
か
麦

総
需
要
量
の
見
通
し
の
算

定
方
法
は
従
来
ど
お
り
（
過

去
７
年
間
の
平
均
）
。
２０
年

度
以
降
も
、
焼
酎
の
家
飲
み

需
要
等
か
ら
、
大
き
な
変
動

は
な
い
。
２２
年
度
の
総
需
要

量
は
、
過
去
７
年
間
の
平
均

値
で
あ
る
３４
万
㌧
と
し
た
。

小
麦
と
同
じ
理
由
で
単
収

が
上
昇
し
て
い
る
。
生
産
量

の
算
定
方
法
を
小
麦
と
同
様

に
変
更
。
国
内
産
の
流
通
量

の
見
通
し
は
、
作
付
け
予
定

面
積
、
直
近
３
ヵ
年
の
単
収

の
平
均
値
、在
庫
量
等
か
ら
、

１５
万
㌧
と
し
た
。

外
国
産
の
輸
入
量
（
同
）

は
、
総
需
要
量
か
ら
流
通
量

を
差
し
引
き
、
１９
万
㌧
と
見

通
し
た
。

政
府
は
２
月
２２
日
、
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
関
連
の
２
法
案
を
閣
議

決
定
し
、
開
会
中
の
通
常
国

会
に
提
出
し
た
。同
戦
略
は
、

農
業
の
環
境
負
荷
軽
減
や
生

産
力
向
上
な
ど
を
目
指
す
も

の
で
、
５０
年
ま
で
に
化
学
農

薬
５０
％
削
減
、
化
学
肥
料
３０

％
削
減
、
有
機
栽
培
面
積
２５

％
に
拡
大
―
な
ど
の
数
値
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。

▽
環
境
と
調
和
の
と
れ
た

食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た

め
の
環
境
負
荷
軽
減
事
業
活

動
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
案
（
通

称
・
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
法

案
）こ

の
新
法
案
で

は
、
環
境
と
調
和

の
と
れ
た
食
料
シ

ス
テ
ム
の
確
立
に

関
す
る
基
本
理
念

等
を
定
め
る
。
環

境
負
荷
の
低
減
を

図
る
農
林
漁
業
者

の
取
り
組
み
や
、

新
技
術
の
提
供
等
を
行
う
事

業
者
の
取
り
組
み
を
促
進
さ

せ
る
た
め
、
計
画
認
定
制
度

を
創
設
す
る
。

国
の
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
都
道
府
県
・
市
町
村
は

基
本
計
画
を
策
定
。
農
業
者

等
は
土
づ
く
り
や
化
学
農
薬

・
肥
料
の
使
用
削
減
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
な

ど
の
環
境
負
荷
低
減
事
業
活

動
の
計
画
を
作
成
す
る
。
認

定
を
受
け
れ
ば
、
農
業
改
良

資
金
等
の
特
例
（
償
還
期
間

の
延
長
）
や
、
環
境
負
荷
の

低
減
に
必
要
な
機
械
・
施
設

等
を
導
入
す
る
場
合
の
税
制

特
例
が
措
置
さ
れ
る
。

▽
植
物
防
疫
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
植
物
防

疫
法
改
正
案
）

近
年
、
温
暖
化
等
の
気
候

変
動
、
人
や
モ
ノ
の
移
動
を

背
景
と
し
て
、
有
害
動
植
物

の
国
内
侵
入
・
ま
ん
延
リ
ス

ク
が
増
加
し
て
い
る
。ま
た
、

化
学
農
薬
に
依
存

し
た
防
除
に
よ

り
、
有
害
動
植
物

の
薬
剤
耐
性
が
発

達
す
る
恐
れ
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、

農
薬
だ
け
に
頼
ら

な
い
「
総
合
的
な

防
除
」
へ
の
移
行

・
普
及
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。

改
正
法
案
で

は
、
指
定
有
害
動

植
物
に
関
し
、
発

生
の
予
防
を
含
め
た
防
除
を

推
進
す
る
た
め
の
基
本
指
針

（
国
）
、
計
画
（
都
道
府
県
）

の
制
度
を
創
設
。
農
業
者
が

遵
守
す
べ
き
事
項
に
即
し
た

防
除
を
行
わ
ず
、
農
作
物
に

重
大
な
損
害
を
与
え
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
、
都
道
府
県
知

事
が
勧
告
、
命
令
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
ま
た
、
植
物
防

疫
官
の
権
限
を
拡
充
す
る
。

２０２２/２３年の主食用米等の
需給見通し （万㌧）

２１３～２１７
（２１８）

６７５
（７０１）

８８８～８９２
（９１９）

６９２
（７０２～７０６）

１９６～２００
（２１３～２１７）

※（ ）内は２１/２２年の見通し

a

b

c＝a+b

d

e＝c-d

２２年６月末の
民間在庫量

２２年産主食用
米等生産量

２２/２３年主食用
米等供給量 計

２２/２３年主食用
米等需要量

２３年６月末の
民間在庫量

２２
年
産
米
の
適
正
生
産
量
据
え
置
き

基
本

指
針

２１
／
２２
年
需
要
見
通
し
変
更
せ
ず

小
麦
需
要
が
コ
ロ
ナ
禍
で
減
少

農
水
省
、２２
年
度
需
給
見
通
し
策
定

（農水省の資料から）

農水省との意見交換会開催連
盟

畜産・酪農の振興に向けて

・「食料・農業 知っておきたい話」―１０７―
（２面）

・収入保険７万５千経営体 （３面）
・農作業死亡事故１１人減の２７０人 （４面）
・ブドウの着色、光と温度で改善 （５面）
・石原さん（群馬）が４回連続大臣賞 （６面）
・ウイルス性呼吸器病に注意 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

環境負荷低減へ認定制度
みどり戦略関連法案閣議決定
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米
国
農
務
省
は
３
月
９

日
、
２
０
２
１
／
２２
年
度
１１

回
目
の
世
界
及
び
主
要
国
の

穀
物
・
大
豆
に
関
す
る
需
給

見
通
し
を
発
表
し
た
。
世
界

の
穀
物
全
体
（
小
麦
、
粗
粒

穀
物
、
米
）
及
び
大
豆
の
生

産
量
は
、
前
回
見
通
し
と
同

様
、
と
も
に
消
費
量
を
下
回

り
、
期
末
在
庫
率
（
期
末
在

庫
量
×
１
０
０
／
消
費
量
）

は
、
前
年
度
よ
り
低
下
す
る

と
見
通
し
て
い
る
。

【
穀
物
全
体
】

▽
生
産
量
＝
２７
億
９
１
４

８
万
㌧
（
前
年
度
比
２
・
６

％
増
）

▽
消
費
量
＝
２７
億
９
１
８

８
万
㌧
（
２
・
０
％
増
）

▽
期
末
在
庫
量
＝
７
億
９

８
０
９
万
㌧（
０
・
１
％
減
）

▽
期
末
在
庫
率
＝
２８
・
６

％
（
０
・
６
㌽
減
）

小
麦
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

需
給
動
向
は
次
の
と
お
り
。

小
麦
：
世
界
の
生
産
量

は
、
豪
州
の
史
上
最
高
の
生

産
見
通
し
等
に
よ
り
、
前
月

か
ら
上
方
修
正
さ
れ
、
史
上

最
高
と
な
る
見
通
し
。
世
界

の
消
費
量
は
、
前
月
か
ら
下

方
修
正
さ
れ
た
が
、
史
上
最

高
と
な
る
見
通
し
。

世
界
の
生
産
量
は
消
費
量

を
下
回
り
、
期
末
在
庫
量
は

前
年
度
を
下
回
る
見
通
し
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
：
世
界
の

生
産
量
は
、
前
月
か
ら
上
方

修
正
さ
れ
、
史
上
最
高
と
な

る
見
通
し
。
世
界
の
消
費
量

も
前
月
か
ら
上
方
修
正
さ

れ
、
史
上
最
高
と
な
る
見
通

し
。世

界
の
生
産
量
は
消
費
量

を
上
回
り
、
期
末
在
庫
量
は

前
年
度
を
上
回
る
見
通
し
。

な
お
、
米
国
の
期
末
在
庫

率
｛
期
末
在
庫
量
×
１
０
０

／
（
消
費
量
＋
輸
出
量
）
｝

の
予
想
は
９
・
６
％
で
、
依

然
と
し
て
低
水
準
と
な
っ
て

い
る
。

【
大
豆
】

世
界
の
生
産
量
は
、
南
米

の
乾
燥
等
に
よ
り
、
ブ
ラ
ジ

ル
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、パ
ラ
グ

ア
イ
な
ど
で
生
産
量
が
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
前

月
か
ら
下
方
修
正
さ
れ
た
。

中
国
の
搾
油
需
要
と
輸
入
量

が
前
月
に
続
き
引
き
下
げ
ら

れ
た
が
、
世
界
の
消
費
量
は

前
年
度
を
上
回
る
見
通
し
。

世
界
の
生
産
量
は
消
費
量

を
下
回
り
、
期
末
在
庫
量
は

前
年
度
を
下
回
る
見
通
し
。

※
年
度
の
と
り
方
は
、
品

目
及
び
地
域
に
よ
っ
て
異
な

る
（
例
：
米
国
で
は
、
小
麦

は
６
〜
５
月
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
・
大
豆
は
９
〜
８
月
）
。

コ
メ
を
作
る
な
、
生
乳

を
搾
る
な
と
言
う
危
機

認
識
の
欠
如

食
料
危
機
の
リ
ス
ク
が
間
違
い

な
く
高
ま
っ
て
い
る
と
き
に
、
コ

メ
や
牛
乳
や
砂
糖
が
余
っ
て
い
る

か
ら
減
産
し
ろ
と
国
は
要
請
し
て

い
る
。
今
、
コ
メ
や
牛
乳
や
砂
糖

を
減
産
し
て
農
家
の
意
欲
を
潰
し

て
い
る
場
合
で
は
な
い
。
ご
く
目

の
前
し
か
見
て
い
な
い
。
日
本
に

ま
と
も
に
食
料
が
入
っ
て
こ
な
く

な
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と

き
に
ど
う
し
て
減
産
な
の
か
。

砂
糖
に
つ
い
て
も
、
輸
入
粗
糖

の
減
少
で
国
産
支
援
財
源
が
不
足

し
て
き
て
い
る
か
ら
、
て
ん
菜
な

ど
の
生
産
を
減
ら
せ
と
言
う
が
、

そ
も
そ
も
国
内
産
振
興
は
、
輸
入

財
源
の
多
寡
で
左
右
さ
れ
る
も
の

で
な
く
、
大
枠
の
国
家
戦
略
で
判

断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

砂
糖
は
、
国
際
的
に
も
酪
農
と

並
ん
で
最
も
手
厚
く
保
護
さ
れ
て

い
る
部
門
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
。

砂
糖
の
国
民
１
人
当
た
り
摂
取
量

が
７
㎏
を
下
回
る
と
暴
動
な
ど
が

発
生
し
、
社
会
不
安
に
陥
る
こ
と

が
世
界
的
に
デ
ー
タ
で
確
認
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
我
が
国
の
砂
糖

自
給
率
は
３６
％
で
、
現
在
の
国
産

供
給
は
６
㎏
な
の
で
、
物
流
が
止

ま
れ
ば
「
暴
動
誘
発
水
準
」
を
す

で
に
下
回
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

国
内
生
産
を
拡
大
す
る
こ
と
こ
そ

が
国
家
安
全
保
障
上
採
る
べ
き
政

策
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
も
そ
も
、
３０
年
近
く
も
日
本

人
の
所
得
だ
け
が
減
少
し
続
け
、

食
料
の
消
費
量
は
毎
年
減
少
が
続

い
て
い
た
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
さ

ら
に
大
き
く
減
少
し
た
。
食
べ
た

く
て
も
食
べ
ら
れ
な
い
人
が
増
え

て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
余
っ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
足
り
な
い

の
だ
。
増
産
し
て
人
道
支
援
し
、

消
費
者
を
救
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て

在
庫
が
減
り
、生
産
者
も
救
わ
れ
、

か
つ
、
迫
り
来
る
食
料
危
機
に
も

備
え
る
こ
と
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

だ
か
ら
、
も
う
一
度
言
う
が
、

農
業
政
策
の
目
玉
は
輸
出
振
興
と

デ
ジ
タ
ル
化
で
は
な
い
は
ず
だ
。

経
済
安
全
保
障
と
言
い
な
が
ら
、

食
料
安
全
保
障
の
具
体
策
が
見
え

て
こ
な
い
の
は
欠
陥
で
あ
る
。
日

本
よ
り
お
金
を
出
す
国
が
出
て
き

て
い
る
し
、
お
金
を
出
し
て
も
買

え
な
い
事
態
も
現
実
化
し
て
い
る

中
で
、
お
金
で
買
え
る
こ
と
を
前

提
に
し
た
経
済
安
全
保
障
は
破
綻

し
て
い
る
。
食
料
が
入
っ
て
来
な

く
な
る
リ
ス
ク
に
備
え
る
こ
と
こ

そ
が
安
全
保
障
だ
。

国
民
全
体
で
自
身
の
食

料
を
守
ろ
う

今
こ
そ
、
食
料
の
国
内
生
産
を

維
持
・
拡
大
す
る
た
め
に
、
国
民

全
体
が
考
え
よ
う
。
生
産
、
流
通
、

小
売
り
、
消
費
、
関
連
産
業
は「
運

命
共
同
体
」
で
あ
る
。
小
売
り
は

買
い
叩
き
を
や
め
よ
う
。
農
家
の

コ
ス
ト
を
無
視
し
て
小
売
り
が
売

値
に
合
わ
せ
て
卸
業
者
に
産
地
価

格
を
指
示
す
る
の
で
は
農
家
は
苦

し
く
な
る
に
決
ま
っ
て
い
る
。
農

家
が
潰
れ
た
ら
小
売
り
も
持
続
で

き
な
く
な
る
。

消
費
者
も
「
安
け
れ
ば
よ
い
」

を
や
め
よ
う
。
農
家
が
潰
れ
た
ら

食
べ
る
も
の
が
な
く
な
る
。
生
産

か
ら
消
費
ま
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
化
し
、「
今
だ
け
、
金
だ
け
、

自
分
だ
け
」
を
脱
し
、
「
三
方
よ

し
」
の
持
続
的
循
環
経
済
を
公
共

支
援
も
セ
ッ
ト
で
確
立
し
よ
う
。

世
界
一
過
保
護
な
日
本
農
業
と

い
う
誤
解
が
国
民
に
刷
り
込
ま
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
実
態
は
ま

っ
た
く
逆
だ
。
米
国
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
農
家
の
所
得
減
に
対

し
て
総
額
３
・
３
兆
円
の
直
接
給

付
を
行
い
、
３
３
０
０
億
円
で
農

家
か
ら
食
料
を
買
い
上
げ
て
困
窮

者
に
届
け
た
。
日
本
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ

だ
。そ

も
そ
も
緊
急
支
援
以
前
の
政

策
と
し
て
、
米
国
・
カ
ナ
ダ
・
Ｅ

Ｕ
で
は
設
定
さ
れ
た
最
低
限
の
価

格（「
融
資
単
価
」、「
支
持
価
格
」、

「
介
入
価
格
」
な
ど
）
で
政
府
が

穀
物
・
乳
製
品
を
買
い
上
げ
、
国

内
外
の
援
助
に
回
す
仕
組
み
を
維

持
し
て
い
る
。
こ
れ
も
日
本
に
は

な
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
上
に
農
家

の
生
産
費
を
償
う
よ
う
に
直
接
支

払
い
が
二
段
構
え
で
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
も
日
本
に
は
な
い
。
こ

の
差
も
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。

つ
ま
り
、
本
当
は
世
界
で
も
最

も
保
護
な
し
で
踏
ん
張
っ
て
き
た

日
本
の
農
家
は
「
精
鋭
部
隊
」
な

の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
世
界
１０

位
の
農
業
生
産
額
を
達
成
し
て
い

る
こ
と
に
日
本
の
農
家
は
誇
り
と

自
信
と
国
民
を
守
る
決
意
を
新
た

に
し
て
も
ら
い
た
い
。

命
を
守
り
、
環
境
を
守
り
、
地

域
を
守
り
、
国
土
・
国
境
を
守
っ

て
い
る
産
業
を
国
全
体
で
支
え
る

の
は
欧
米
で
は
常
識
だ
が
、
そ
れ

が
常
識
で
な
い
の
が
日
本
の
常
識

の
ま
ま
で
は
危
機
が
乗
り
切
れ
な

い
。
国
は
不
測
の
事
態
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
出
口
対
策
に
財
政

出
動
し
よ
う
。

例
え
ば
、
コ
メ
１
俵
（
６０
㎏
）

１
・
２
万
円
と
９
千
円
と
の
差
額

を
主
食
米
７
０
０
万
㌧
に
補
て
ん

す
る
の
に
３
５
０
０
億
円
あ
れ
ば

よ
い
。
こ
れ
で
国
民
の
命
が
守
れ

る
。
全
国
の
小
中
学
校
の
給
食
無

償
化
に
は
約
５
０
０
０
億
円
あ
れ

ば
よ
い
。
こ
れ
で
子
供
た
ち
の
未

来
を
守
れ
る
。

食
料
こ
そ
が
国
家
防
衛
の
要
で

あ
る
。
米
国
か
ら
の
Ｆ
３５
だ
け
で

６
・
６
兆
円
（
１
４
７
機
）
の
武

器
購
入
・
維
持
費
と
比
べ
て
も
、

こ
の
食
料
安
全
保
障
費
が
出
せ
な

い
理
屈
は
な
い
。

第107回

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
国
際
価
格

の
指
標
で
あ
る
米
国
シ
カ
ゴ

商
品
取
引
所
の
価
格
は
、
２０

年
下
期
か
ら
上
昇
し
、以
降
、

高
値
で
推
移
し
て
い
る
。

米
国
で
は
昨
年
、
原
油
価

格
の
高
騰
を
背
景
に
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
原
料
と
し
た
燃

料
用
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
量
が

増
加
。
今
年
１
月
下
旬
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
は
６
㌦
／

㌴
台
前
半
（
１
㌴
は
約
２５
・

４
㎏
）
と
な
っ
た
。
２
月
に

入
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の

緊
張
の
中
、
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現

象
に
伴
う
南
米
の
高
温
・
乾

燥
に
よ
る
減
産
懸
念
や
原
油

価
格
の
上
昇
等
か
ら
値
を
上

げ
、
２
月
末
現
在
、
６
㌦
／

㌴
台
後
半
で
推
移
し
て
い

る
。
前
年
同
時
期
は
５
㌦
／

㌴
台
半
ば
だ
っ
た
。

日
本
は
、
飼
料
穀
物
を
海

外
に
依
存
し
て
い
る
。特
に
、

使
用
割
合
が
高
い
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
は
米
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
に

大
き
く
依
存
（
２０
年
度
の
国

別
輸
入
割
合
：
米
国
６８
％
、

ブ
ラ
ジ
ル
３１
％
）
。
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
は
配
合
飼
料
の
主
原

料
。
中
国
の
需
要
増
加
、
国

際
価
格
や
海
上
運
賃
の
上

昇
、
為
替
の
円
安
傾
向
等
に

よ
り
、
配
合
飼
料
価
格
が
高

騰
し
て
い
る
。

一
方
、
飼
料
自
給
率
は
２０

％
台
で
推
移
し
て
い
る
。
農

業
・
農
村
基
本
計
画
で
は
、

３０
年
度
に
飼
料
自
給
率
を
３４

％
と
す
る
目
標
を
設
定
。
２０

年
度
の
飼
料
自
給
率
は
、
粗

飼
料
自
給
率
が
前
年
度
に
比

べ
１
㌽
減
の
７６
％
、
濃
厚
飼

料
自
給
率
は
前
年
度
と
同
じ

１２
％
、
全
体
で
は
前
年
度
と

変
わ
ら
ず
２５
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
国
産

飼
料
の
生
産
拡
大
に
よ
る
自

給
率
向
上
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。

農
水
省
は
３
月
２
日
、
２２

年
産
主
食
用
米
・
戦
略
作
物

等
の
作
付
け
意
向
の
第
１
回

中
間
的
取
組
状
況
（
２２
年
１

月
末
現
在
）
を
発
表
し
た
。

主
食
用
米
の
作
付
け
意
向

は
、
２１
年
産
実
績
（
面
積
）

に
比
べ
、
２５
都
府
県
が
「
前

年
並
み
」、
２２
道
府
県
が「
減

少
傾
向
」
で
、
「
増
加
傾
向
」

の
県
は
な
か
っ
た
。

都
道
府
県
や
地
域
の
農
業

再
生
協
議
会
か
ら
の
聞
き
取

り
結
果
を
ま
と
め
た
。
主
食

用
米
の
需
要
は
毎
年
減
少
し

て
お
り
、
需
給
均
衡
に
は
、

戦
略
作
物
等
へ
の
転
換
が
必

要
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

減
少
傾
向
と
し
た
県
の
う

ち
、
「
１
〜
３
％
程
度
減
少

傾
向
」
は
１５
府
県
、
「
３
〜

５
％
程
度
減
少
傾
向
」
は
３

県
、
「
５
％
超
減
少
傾
向
」

は
４
道
県
。
主
産
地
の
北
海

道
、
宮
城
、
秋
田
、
栃
木
が

５
％
を
超
え
る
減
少
率
を
見

込
ん
で
い
る
。西
日
本
で
は
、

「
前
年
並
み
」
と
し
た
県
が

多
か
っ
た
。

一
方
、
戦
略
作
物
等
の
作

付
け
意
向
で
は
、
前
年
よ
り

「
増
加
傾
向
」
と
し
た
県
の

数
が
最
も
多
か
っ
た
品
目
は

飼
料
用
米
で
、３２
道
府
県（
前

年
同
時
期
比
１
県
増
）。続
い

て
、麦
２４
道
府
県（
１１
県
増
）、

大
豆
２４
府
県
（
９
県
増
）
、

米
粉
用
米
２２
道
府
県
（
５
県

増
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

麦
・
大
豆
へ
の
転
換
は
、
前

年
同
時
期
に
比
べ
大
き
く
増

え
た
。
同
省
は「
引
き
続
き
、

麦
・
大
豆
や
野
菜
、
子
実
用

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の
定
着
性

の
高
い
作
物
へ
の
転
換
を
促

し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

米国農務省
大豆

３億５３８０万 t
（３．４％減）

３億６３６８万 t
（０．４％増）

８９９６万 t
（１１．６％減）

２４．７％
（３．４㌽減）

６．５％
（０．８㌽増）

※（ ）内は前年度比増減 （農水省の資料を基に作成）

世界の穀物・大豆需給見通し
トウモロコシ

１２億６１４万 t
（７．４％増）

１１億９６６２万 t
（５．１％増）

３億９７万 t
（３．３％増）

２５．２％
（０．５㌽減）

９．６％
（１．３㌽増）

小麦

７億７８５２万 t
（０．３％増）

７億８７２８万 t
（０．６％増）

２億８１５１万 t
（３．０％減）

３５．８％
（１．３㌽減）

３３．８％
（６．２㌽減）

生産量

消費量

期 末
在庫量

期 末
在庫率

米国の
在庫率

２２年産主食用米の作付け意向
減少傾向は２２道府県

麦・大豆への転換が増加

輸出５兆円とデジタル化が農政の
柱ではない～危機認識の欠如 ㊦

東京大学教授鈴木宣弘氏

穀
物
・
大
豆
生
産
量
、消
費
量
を
下
回
る

２１
／
２２
年
度
の
世
界
需
給
見
通
し

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
が
高
値
で
推
移
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農
水
省
が
ま
と
め
た
収
入

保
険
デ
ー
タ
集
（
２１
年
１２
月

末
時
点
）
に
よ
る
と
、
２２
年

の
農
業
経
営
収
入
保
険
制
度

（
以
下
「
収
入
保
険
」
）
の

加
入
実
績
は
全
国
で
７
万
５

２
６
８
経
営
体
と
な
り
、
前

年
１２
月
末
時
点
に
比
べ
２７
・

４
％
（
１
万
６
１
８
４
経
営

体
）
増
え
た
。

収
入
保
険
は
、
農
業
者
ご

と
の
収
入
全
体
を
対
象
と
し

た
総
合
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
と
し
て
、
１９
年
１
月
か

ら
開
始
さ
れ
、
４
年
目
。
加

入
件
数
は
、
年
々
増
え
て
い

る
。２２

年
は
、
加
入
資
格
で
あ

る
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る

農
業
経
営
体
（
３５
万
３
１
９

９
経
営
体
）
の
２１
・
３
％
が

加
入
し
た
。
う
ち
個
人
は
７

万
４
２
６
経
営
体
、
法
人
は

４
８
４
２
経
営
体
。
今
後
、

事
業
開
始
時
期
月
が
２２
年
２

月
以
降
の
法
人
の
加
入
が
見

込
ま
れ
る
。

【
対
象
者
】
青
色
申
告
を

行
い
、
経
営
管
理
を
適
切
に

行
っ
て
い
る
農
業
者
（
個
人

・
法
人
）
。
加
入
す
る
か
ど

う
か
は
農
業
者
の
選
択
（
任

意
加
入
）
に
よ
る
。

収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る

類
似
の
制
度
｛
農
業
共
済
、

米
・
畑
作
物
の
収
入
減
少
影

響
緩
和
交
付
金
（
ナ
ラ
シ
対

策
）
、
野
菜
価
格
安
定
制
度

な
ど
｝
と
の
関
係
は
、
収
入

保
険
と
ど
ち
ら
か
を
農
業
者

が
選
択
し
て
加
入
す
る
。

な
お
、
当
分
の
間
の
特
例

と
し
て
、
野
菜
価
格
安
定
制

度
の
利
用
者
が
初
め
て
収
入

保
険
に
加
入
す
る
場
合
、
最

初
の
２
年
間
に
限
り
、
収
入

保
険
と
野
菜
価
格
安
定
制
度

を
同
時
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

【
対
象
収
入
】
農
業
者
が

自
ら
生
産
し
た
農
産
物
の
販

売
収
入
全
体
。
た
だ
し
、
肉

用
牛
、
肉
用
子
牛
、
肉
豚
、

鶏
卵
は
、
マ
ル
キ
ン
等
の
対

象
な
の
で
除
か
れ
て
い
る
。

【
保
険
期
間
】
個
人
は
１

〜
１２
月
、
法
人
は
事
業
年
度

の
そ
れ
ぞ
れ
１
年
間
。

【
補
て
ん
の
仕
組
み
】

自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減

少
、
市
場
価
格
の
下
落
、
け

が
や
病
気
に
よ
る
収
穫
不
能

な
ど
、
農
業
者
の
経
営
努
力

で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減

少
の
一
定
割
合
を
補
て
ん
す

る
。

具
体
的
に
は
、
保
険
期
間

の
収
入
（
農
産
物
の
販
売
収

入
）
が
、
農
業
者
ご
と
の
基

準
収
入
（
過
去
５
年
間
の
平

均
収
入
が
基
本
）
の
９
割
を

下
回
っ
た
場
合
に
、
下
回
っ

た
額
の
９
割
を
上
限
に
補
て

ん
す
る
。

【
加
入
】

農
業
者
は
、
保
険
料
、
積

立
金
、
付
加
保
険
料
（
事
務

費
）を
支
払
っ
て
加
入
す
る
。

保
険
料
と
付
加
保
険
料
に
は

５０
％
、
積
立
金
に
は
７５
％
の

国
庫
補
助
が
あ
る
。
保
険
方

式
（
掛
け
捨
て
）
に
積
立
方

式
（
掛
け
捨
て
で
は
な
い
）

を
組
み
合
わ
せ
る
か
ど
う
か

は
選
択
で
き
る
。

全
国
農
業
共
済
組
合
連
合

会
が
実
施
主
体
で
、
２３
年
の

加
入
目
標
を
１０
万
件
と
し
て

い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
感
染

拡
大
の
影
響
で
収
入
が
減
少

し
て
い
る
。
保
険
金
・
特
約

補
て
ん
金
の
支
払
い
は
保
険

期
間
の
終
了
後
に
な
る
が
、

保
険
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、

資
金
が
必
要
な
場
合
は
、
無

利
子
の
「
つ
な
ぎ
融
資
」
が

受
け
ら
れ
る
。
コ
ロ
ナ
を
要

因
と
す
る
つ
な
ぎ
融
資
は
、

２１
年
ま
で
の
累
計
で
１
５
７

２
件
、
７９
億
１
千
万
円
の
貸

し
付
け
が
行
わ
れ
た
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
と
農

水
省
と
の
「
畜
産
・
酪
農
の

振
興
に
関
す
る
意
見
交
換

会
」
で
は
、
飼
料
価
格
の
高

騰
に
伴
う
自
給
飼
料
対
策
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
。
同
省
畜
産
局
及
び

農
産
局
の
担
当
官
は
、
国
産

飼
料
の
増
産
を
支
援
す
る
事

業
（
２１
年
度
補
正
・
２２
年
度

当
初
予
算
）
を
示
し
、
ポ
イ

ン
ト
を
説
明
し
た
。

▼
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強

化
整
備
等
特
別
対
策
事
業
等

（
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
等
）

２１
年
度
補
正
予
算（
所
要
額
）

７
１
３
億
円
の
内
数

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
を

策
定
し
た
地
域
に
対
し
、
地

域
の
収
益
性
向
上
等
に
必
要

な
機
械
導
入
や
施
設
整
備
、

施
設
整
備
と
一
体
的
な
家
畜

導
入
等
を
支
援
す
る
。

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
に
対
し
て
設
定
し
て
い

る
優
先
枠
（
中
山
間
地
域
優

先
枠
、
輸
出
拡
大
優
先
枠
な

ど
）
に
、
「
飼
料
増
産
優
先

枠
」
を
新
設
。
飼
料
自
給
率

の
向
上
を
図
る
た
め
、
飼
料

増
産
に
取
り
組
む
畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
協
議
会
を
優
先
的
に

採
択
す
る
。

▼
畜
産
生
産
力
・
生
産
体

制
強
化
対
策
事
業
の
う
ち
飼

料
増
産
関
連

２２
年
度
当
初

予
算
９
億
円
の
内
数

○
草
地
生
産
性
向
上
対
策

不
安
定
な
気
象
に
対
応
し

た
リ
ス
ク
分
散
等
に
よ
り
粗

飼
料
の
安
定
的
な
収
量
を
確

保
す
る
た
め
、
草
地
改
良
や

飼
料
作
物
の
優
良
品
種
利
用

・
安
定
生
産
（
複
数
草
種
の

導
入
等
）
、
飼
料
用
種
子
の

備
蓄
の
取
り
組
み
を
支
援
。

○
飼
料
生
産
利
用
体
系
高

効
率
化
対
策

飼
料
生
産
組
織
の
作
業
効

率
化
・
運
営
強
化
や
地
域
ぐ

る
み
で
の
自
給
飼
料
の
増

産
、
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

等
の
国
産
濃
厚
飼
料
の
生
産

振
興
の
取
り
組
み
を
支
援
。

○
国
産
飼
料
資
源
生
産
利

用
拡
大
対
策

未
利
用
地
に
お
け
る
放

牧
、
未
利
用
資
源
の
活
用
等

促
進
・
生
産
体
制
構
築
の
取

り
組
み
を
支
援
。

▼
環
境
負
荷
軽
減
型
持
続

的
生
産
支
援（
エ
コ
畜
事
業
）

２２
年
度
当
初
予
算
７０
億
円

の
内
数

輸
入
飼
料
を
削
減
し
、
耕

種
農
家
と
連
携
し
て
水
田
を

活
用
し
た
青
刈
り
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
や
牧
草
な
ど
の
生
産
を

拡
大
す
る
取
り
組
み
を
支
援

す
る
（
飼
料
用
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ

用
稲
は
対
象
外
）
。
拡
大
し

た
収
量
に
対
し
て
交
付
金
を

交
付
す
る
。

▼
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金

２２
年
度
当
初
予
算

３
０
５
０
億
円

主
食
用
米
か
ら
、
飼
料
用

米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
、
飼
料
作

物
（
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
含
む
）
な
ど
へ
の
転
作
を

支
援
す
る
。

▼
新
市
場
開
拓
に
向
け
た

水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

２１
年
度
補
正
予
算
４
２
０
億

円
新
た
な
需
要
拡
大
が
期
待

さ
れ
る
作
物
を
生
産
す
る
農

業
へ
と
刷
新
（
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
）
す
る
た
め
、
実
需
者

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
低

コ
ス
ト
生
産
な
ど
の
取
り
組

み
を
支
援
。
飼
料
増
産
関
連

で
は
、
水
田
に
お
け
る
子
実

用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
を

支
援
す
る
。

新
潟
県
新
潟
市
西
区
真
砂

の
住
宅
地
内
の
公
園
に
、
開

拓
記
念
碑
が
あ
る
（
写
真

㊤
）。同
地
区（
旧
・
西
蒲
原
郡

内
野
町
）は
戦
前
、不
毛
の
海

岸
砂
丘
地
だ
っ
た
が
、
戦
後

開
拓
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

１
９
４
６
（
昭
和
２１
）
年

頃
、
新
潟
市
内
居
住
の
引
揚

者
か
ら
、
同
地
区
を
開
拓
地

に
設
定
す
る
よ
う
、
県
に
熱

心
な
陳
情
が
続
い
た
。
や
せ

た
砂
丘
地
で
、
適
地
と
は
言

い
難
か
っ
た
が
、
開
拓
地
を

最
大
限
確
保
す
る
必
要
性
か

ら
、
県
は
同
地
区
の
取
得
に

取
り
か
か
っ
た
。

入
植
希
望
者
は
案
外
多
か

っ
た
。
４９
年
１１
月
、
１１
戸
の

農
家
が
入
植
し
、
五
十
嵐
浜

開
拓
農
業
協
同
組
合
を
設
立

し
た
。
標
高
１
〜
１６
ｍ
、
面

積
５２
㌶
の
荒
涼
た
る
砂
原
だ

っ
た
。
入
植
者
は
、
地
区
の

海
岸
寄
り
に
砂
防
垣
を
設
け

飛
砂
防
止
に
努
め
る
と
と
も

に
、開
墾
作
付
け
や
、

定
住
の
た
め
の
各
種

作
業
に
専
念
し
、
数

年
が
経
過
し
た
。
や

せ
た
地
力
に
加
え
、

風
害
や
日
照
り
が
相

次
ぎ
、
伸
び
悩
み
の

農
業
生
産
に
、
開
拓

者
の
闘
志
も
鈍
り
が

ち
だ
っ
た
。

養
豚
経
験
者
が
、
都
市
近

郊
の
特
殊
環
境
を
活
用
し
、

残
飯
主
体
の
養
豚
を
始
め
、

大
規
模
経
営
に
発
展
し
た
。

こ
れ
に
啓
発
さ
れ
た
他
の
開

拓
者
も
、
養
豚
や
酪
農
な
ど

に
力
を
注
ぎ
、
一
大
畜
産
団

地
が
形
成
さ
れ
た
。

一
方
、
新
潟
市
が
発
展
し

て
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
っ

た
。
５８
〜
５９
年
、
地
区
縦
断

の
産
業
道
路
が
整
備
さ
れ
て

か
ら
、
急
速
に
街
並
み
が
伸

び
る
こ
と
に
な
り
、
近
辺
一

帯
の
農
地
転
用
が
著
し
く
増

加
し
た
。
６０
年
１
月
、
内
野

町
は
新
潟
市
へ
の
編
入
合
併

に
よ
り
、
町
名
は
真
砂
町
と

な
っ
た（
現
・
西
区
真
砂
）。

現
在
は
宅
地
と
な
り
、
昔

日
の
開
拓
地
の
面
影
は
な

い
。
住
宅
地
に
あ
る
記
念
碑

は
、
同
開
拓
農
協
が
６７
年
９

月
に
建
立
し
た
も
の
で
、
碑

銘
は
「
五
十
嵐
浜
開
拓
団

開
拓
記
念
の
碑
」（
写
真
㊦
）。

裏
面
に
は
、
碑
文
と
入
植

者
１１
名
の
氏
名
・
生
年
月
日

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
碑
文
の

後
段
に
は
、「
入
植
以
来
飛
砂

風
雪
と
た
た
か
い
熱
砂
旱
魃

に
耐
え
親
和
協
力
し

よ
く

営
農
の
実
を
あ
げ
子
孫
の
道

を
開
い
た
」
「
当
時
の
姿
と

努
力
を
偲
ん
で
こ
こ
に
記
念

碑
を
建
て
後
世
に
伝
え
る
も

の
と
す
る
」と
記
し
て
あ
る
。

昨
年
１１
月
に
秋
田
県
で
今

季
初
の
発
生
が
確
認
さ
れ
た

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
そ
の
後
、
全
国
に
拡

大
。
家
き
ん
で
１０
県
１６
事
例

発
生
し
、
防
疫
措
置
対
象
は

約
１
０
５
万
７
千
羽
に
上
っ

た
（
３
月
１４
日
時
点
）
。

野
鳥
は
７
道
府
県
５３
事

例
。
特
に
２
月
は
、
北
海
道

・
東
北
で
３６
事
例
確
認
さ
れ

て
い
る
。
同
病
ウ
イ
ル
ス
を

拡
散
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
渡
り
鳥
の
シ
ー
ズ
ン
は
４

月
下
旬
頃
ま
で
続
く
の
で
、

引
き
続
き
厳
重
な
警
戒
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

農
水
省
は
同
病
の
発
生
防

止
を
強
化
す
る
た
め
、
昨
年

１０
月
か
ら
毎
月
、
全
国
一
斉

に
家
き
ん
飼
養
農
場
に
お
け

る
飼
養
衛
生
管
理
の
自
己
点

検
を
行
っ
て
い
る
。
第
５
回

（
２
月
点
検
）
の
自
己
点
検

結
果
に
よ
る
と
、
飼
養
衛
生

管
理
基
準
７
項
目
の
全
農
場

じ
ゅ
ん
し
ゅ

合
計
の
遵
守
率
は
、
初
め
て

全
項
目
で
９９
％
台
と
な
っ

た
。鶏

（
採
卵
用
）
３
６
６
５

農
場
、
鶏
（
肉
用
）
３
５
６

７
農
場
、
そ
の
他
の
家
き
ん

２
０
９
農
場
、
合
計
７
４
４

０
農
場
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
。
第
１
回
の
結
果
（
全
項

目
９８
％
未
満
）
に
比
べ
、
全

項
目
で
改
善
し
て
い
る
。
最

も
遵
守
率
が
高
い
の
は
、「
衛

生
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
者

の
手
指
消
毒
等
」
「
ネ
ズ
ミ

及
び
害
虫
の
駆
除
」
の
２
項

目
で
、
と
も
に
９９
・
８
％
だ

っ
た
。

前
回
、
唯
一
９９
％
未
満
だ

っ
た
「
野
生
動
物
の
侵
入
防

止
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
等
の
設

置
、
点
検
及
び
修
繕
」
は
９９

・
１
％
と
な
っ
た
が
、
依
然

と
し
て
低
い
。農
場
別
で
は
、

鶏
（
採
卵
用
）
農
場
が
９８
・

７
％
と
最
も
低
い
。

守
ら
れ
て
い
な
い
項
目
が

一
つ
で
も
あ
る
と
、
農
場
へ

の
ウ
イ
ル
ス
侵
入
に
つ
な
が

る
。
同
省
は
引
き
続
き
、
飼

養
衛
生
管
理
基
準
の
遵
守
を

求
め
て
い
る
。

収入保険の加入状況
（経営体）

２２年
（２１年１２月末時点）

７５，２６８
（２１．３％）

７０，４２６
（２１．５％）

４，８４２（注２）
（１８．９％）

（注１）前年同期（２０年１２月末時点：事業年度開始月が１月の法
人の加入数）は、３，１４８。

（注２）２２年の法人数について、今後、事業年度開始月が２月以
降の法人の加入が見込まれる。
（ ）は全体・個人・法人ごとの青色申告者数に対する
割合

２１年

５９，０８４
（１６．７％）

５２，５４９
（１６．０％）

６，５３５（注１）
（２５．５％）

２０年

３６，１４２
（１０．２％）

３１，７７０
（９．７％）

４，３７２
（１７．１％）

１９年

２２，８１２
（６．５％）

２０，３０２
（６．２％）

２，５１０
（９．８％）

全体

個人

法人

鳥
イ
ン
フ
ル
引
き
続
き
警
戒

収
入
保
険
７
万
５
千
経
営
体

収
入
保
険
７
万
５
千
経
営
体

飼
養
衛
生
管
理
は
改
善

２２
年
加
入
、前
年
比
２７
％
増２１年度補正予算

２２年度当初予算

国
産
飼
料
の
増
産
を
支
援

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
優
先
枠
や
水
田
活
用
で

「五十嵐浜開拓団 開拓記念の碑」
新潟県新潟市西区真砂
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農
水
省
は
２
月
１５
日
、
２０

年
の
「
農
作
業
死
亡
事
故
に

つ
い
て
」
を
公
表
し
た
。
農

作
業
全
体
で
の
事
故
死
亡
者

数
は
２
７
０
人
で
、
前
年
か

ら
１１
人
減
少
し
た
。

事
故
区
分
別
で
は
、
農
業

機
械
作
業
に
よ
る
も
の
が
１

８
６
人
で
、
前
年
か
ら
増
え

て
お
り
、
事
故
全
体
の
６８
・

９
％
を
占
め
る
。
機
種
別
で

は
、「
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
」

が
８１
人
で
最
も
多
く
、
機
械

全
体
の
３０
・
０
％
を
占
め
て

お
り
、
次
い
で
「
歩
行
型
ト

ラ
ク
タ
ー
」
が
２６
人
（
９
・

６
％
）
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
含

む
「
農
用
運
搬
車
」
が
１５
人

（
５
・
６
％
）
だ
っ
た
。
３

機
種
で
死
亡
事
故
全
体
の
４５

・
２
％
を
占
め
、
依
然
と
し

て
機
械
事
故
の
割
合
が
大
き

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

原
因
を
み
る
と
、
乗
用
型

ト
ラ
ク
タ
ー
で
は
「
機
械
の

転
落
・
転
倒
」
が
５３
人
と
最

も
多
く
、
機
種
に
よ
る
事
故

の
６５
・
４
％
を
占
め
る
。
歩

行
型
ト
ラ
ク
タ
ー
で
は
、「
挟

ま
れ
」が
１１
人（
４２
・
３
％
）、

「
回
転
部
等
へ
の
巻
き
込
ま

れ
」
が
８
人
（
３０
・
８
％
）

の
順
で
多
い
。
農
用
運
搬
車

で
は
、
「
ひ
か
れ
」
が
７
人

（
４６
・
７
％
）
、
「
挟
ま
れ
」

が
４
人
（
２６
・
７
％
）
の
順

で
多
く
発
生
し
て
い
る
。

施
設
作
業
に
よ
る
事
故
は

８
人
（
３
・
０
％
）
で
、
原

因
を
み
る
と
、
作
業
舎
の
屋

根
な
ど
の
高
所
か
ら
の
「
墜

落
・
転
落
」
が
７
人
（
８７
・

５
％
）
と
、
事
故
の
ほ
と
ん

ど
を
占
め
て
い
る
。

機
械
・
施
設
以
外
の
事
故

で
は
、
「
熱
中
症
」
が
３２
人

（
同
区
分
の
４２
・
１
％
）
と

最
も
多
く
を
占
め
る
。
次
い

で
「
ほ
場
、
道
路
か
ら
の
転

落
」
が
１３
人
（
１７
・
１
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

年
齢
階
層
別
で
は
、
７０
代

が
１
０
１
人
（
３７
・
４
％
）

で
最
も
多
く
、
前
年
か
ら
１２

人
増
加
。
次
い
で
８０
歳
以
上

が
９５
人
（
３５
・
２
％
）
で
２３

人
減
少
。
６５
歳
以
上
は
２
２

９
人
と
、
全
体
の
８４
・
８
％

を
占
め
て
い
る
。

月
別
で
は
、
８
月
が
５１
人

（
全
体
の
１８
・
９
％
）
と
最

も
多
い
。
次
い
で
５
月
が
３６

人
（
１３
・
３
％
）
、
４
・
６

月
が
と
も
に
２８
人
（
１０
・
４

％
）
だ
っ
た
。

農
水
省
は
２
月
１６
日
、
２２

年
春
の
農
作
業
安
全
確
認
運

動
推
進
会
議
を
開
催
し
た

（
写
真
）
。
春
の
農
繁
期
で

あ
る
３
月
１
日
〜
５
月
３１
日

の
３
ヵ
月
間
が
実
施
期
間
。

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
ど
の

安
全
装
置
の
使
用
が
十
分
で

な
か
っ
た
」
「
つ
い
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
忘
れ
た
」
な
ど
の

理
由
か
ら
機
械
事
故
は
依
然

と
し
て
後
を
絶
た
な
い
。

機
械
使
用
時
の
不
注
意
に

よ
る
事
故
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
、
今
年
の
重
点
推
進
テ
ー

マ
は
、
「
し
め
よ
う
！
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
」
と
し
、
注
意
喚

起
を
行
っ
て
い
く
。

◆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
装
着
で

死
亡
率
に
分
か
れ
目

農
業
機
械
に
よ
る
事
故
の

検
証
か
ら
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
装
着
に
よ
り
死
亡
率
が
約

５０
分
の
１
に
抑
え
ら
れ
る
な

ど
、
事
故
発
生
時
の
死
亡
率

を
大
幅
に
低
減
で
き
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

生
産
者
が
集
ま
る
講
習
会
、

座
談
会
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、

「
声
か
け
運
動
」を
し
、装
着

の
徹
底
を
引
き
続
き
呼
び
か

け
て
い
く
。

春
の
運
動
期
間
終
了
後
に

は
、参
画
機
関
と
運
動
結
果

の
情
報
を
と
り
ま
と
め
、
秋

の
運
動
で
情
報
を
共
有
で
き

る
体
制
を
作
る
。

◆
実
践
研
修
で
危
機
共
有

２１
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た

全
国
的
な
農
作
業
安
全
に
関

す
る
指
導
者
の
育
成
を
経

て
、
２２
年
度
は
こ
の
指
導
者

に
よ
る
「
農
作
業
安
全
に
関

す
る
研
修
」
を
全
国
各
地
で

展
開
す
る
初
年
度
と
な
る
。

開
催
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
研
修
会
で
生
産
者
に
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
装
着
の
効
果

な
ど
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を

行
う
。

ま
た
、
研
修
を
単
独
で
開

催
す
る
だ
け
で
な
く
、
生
産

者
が
参
加
す
る
会
議
や
集
会

な
ど
に
農
作
業
安
全
の
要
素

を
加
え
た
「
＋
（
プ
ラ
ス
）

安
全
」
の
形
で
の
開
催
も
促

す
。
研
修
で
は
、
農
業
機
械

の
適
切
な
点
検
・
整
備
方
法

や
使
用
方
法
の
実
技
演
習
な

ど
、
地
域
の
営
農
体
系
や
事

故
実
態
に
応
じ
た
実
践
研
修

も
推
進
し
て
い
く
。

◆
公
道
走
行
時
の
ル
ー
ル

徹
底こ

の
他
の
継
続
的
に
推
進

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
①

地
域
単
位
の
農
作
業
安
全
推

進
協
議
会
な
ど
、
都
道
府
県

・
地
域
単
位
の
推
進
体
制
の

強
化
②
行
政
機
関
、
農
機
メ

ー
カ
ー
な
ど
に
よ
る
農
作
業

事
故
情
報
の
収
集
・
分
析
を

行
い
、
対
策
の
検
討
に
活
用

③
作
業
機
を
付
け
た
状
態
で

公
道
走
行
す
る
際
の
灯
火
器

類
の
設
置
や
低
速
車
マ
ー
ク

の
使
用
な
ど
、
公
道
走
行
時

の
ル
ー
ル
の
徹
底
―
な
ど
を

呼
び
か
け
て
い
く
。

◆
対
話
型
研
修
・
現
場
点

検
な
ど
で
事
故
対
策
を

推
進
会
議
で
は
、（
一
社
）

日
本
農
業
機
械
化
協
会
に
よ

る
「
農
業
者
向
け
農
作
業
安

全
研
修
模
擬
内
容
」
の
説
明

や
、
鳥
取
県
農
林
水
産
部
に

よ
る
、
鳥
取
で
の
実
際
の
対

話
型
研
修
の
取
り
組
み
の
内

容
・
効
果
の
情
報
が
共
有
さ

れ
た
。

同
協
会
は
、
実
際
の
事
故

の
事
例
を
複
数
詳
し
く
紹

介
。
う
っ
か
り
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
し
め
忘
れ
た
り
、
必
要

な
安
全
対
策
を
行
わ
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
起
こ
っ
た
事

故
に
よ
る
、
①
後
遺
症
な
ど

に
よ
る
肉
体
的
な
ダ
メ
ー
ジ

等
の
「
身
心
へ
の
影
響
」
②

治
療
中
の
休
業
な
ど
に
よ
る

「
経
営
へ
の
影
響
」
③
離
農

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
場

合
の「
地
域
農
業
へ
の
影
響
」

な
ど
、
生
産
者
自
身
に
降
り

か
か
る
打
撃
を
伝
え
、
改
め

て
、
必
要
時
の
ブ
レ
ー
キ
ペ

ダ
ル
の
連
結
な
ど
の
徹
底
を

呼
び
か
け
た
。

鳥
取
の
地
域
協
議
会
は
、

点
検
時
に
エ
ン
ジ
ン
が
か
か

っ
た
ま
ま
作
業
機
に
近
づ
い

た
事
例
な
ど
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

結
果
を
共
有
し
な
が
ら
、

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
機
械
を

実
際
に
点
検
す
る
「
現
場
点

検
」
、
点
検
で
気
付
い
た
危

険
の
共
有
や
改
善
点
の
話
し

合
い
な
ど
の
「
室
内
検
討
」

を
行
っ
た
こ
と
な
ど
を
報
告

し
た
。

（
独
）
農
畜
産
業
振
興
機

構
は
２
月
１７
日
、
「
２１
年
の

生
鮮
野
菜
の
消
費
動
向
（
２１

年
１
〜
１２
月
家
計
調
査
）
」

の
結
果
を
公
表
し
た
。
総
務

省
の
家
計
調
査
な
ど
を
基
に

調
べ
た
も
の
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
家

庭
内
調
理
需
要
の
増
加
が
落

ち
着
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

生
鮮
野
菜
全
体
の
購
入
数
量

・
支
出
金
額
は
と
も
に
減
少

し
て
い
る
。

２１
年
の
２
人
以
上
の
世
帯

の
１
人
当
た
り
の
年
間
購
入

数
量
は
５８
㌔
（
前
年
比
２
％

減
）、支
出
金
額
は
２
万
４
２

６
７
円（
４
％
減
）だ
っ
た
。

月
別
の
傾
向
を
み
る
と
、

１
月
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
急
激
な
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
る
２
回
目
の
緊
急
事

態
宣
言
（
１
〜
３
月
）
が
発

令
さ
れ
て
家
庭
内
需
要
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
購
入

数
量
が
前
年
同
月
比
で
９
％

増
、
支
出
金
額
も
１４
％
増
と

大
き
く
増
え
た
。

そ
の
後
も
３
回
目
（
４
、

５
月
）、４
回
目（
６
〜
９
月
）

と
２
度
の
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
た
が
、
自
粛
疲
れ

等
で
家
庭
内
調
理
需
要
が
落

ち
着
い
て
き
た
こ
と
で
、
購

入
数
量
が
前
年
同
月
を
下
回

る
月
が
多
く
な
っ
た
。
宣
言

解
除
後
の
１０
月
以
降
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
率
の
上
昇
と
感

染
者
数
の
減
少
に
よ
り
、
外

食
需
要
が
徐
々
に
回
復
し
、

家
庭
内
調
理
需
要
も
減
少
し

た
。

個
別
の
品
目
で
み

る
と
、
２１
年
に
購
入

数
量
が
増
加
し
た
品

目
は
１０
品
目
で
、
そ

の
う
ち
上
位
５
品
目

は
表
の
と
お
り
。
購

入
数
量
は
キ
ャ
ベ
ツ

が
６
３
３
８
㌘
（
３

％
増
）と
最
も
多
く
、

次
い
で
ト
マ
ト
が
４

０
８
５
㌘
（
３
％

増
）
、
ナ
ス
が
１
５
２
０
㌘

（
６
％
増
）
。
購
入
数
量
は

増
え
て
い
る
も
の
の
、
豊
作

基
調
で
小
売
価
格
が
安
価
な

傾
向
だ
っ
た
た
め
、
支
出
金

額
は
上
位
５
品
目
す
べ
て
で

減
少
と
な
っ
て
い
る
。

２１
年
に
購
入
数
量
が
減
少

し
た
品
目
は
１８
品
目
で
、
タ

マ
ネ
ギ
が
５
６
９
９
㌘
（
９

％
減
）
、
バ
レ
イ
シ
ョ
が
２

９
４
７
㌘
（
１２
％
減
）
、
ダ

イ
コ
ン
が
３
９
８
７
㌘
（
５

％
減
）な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

支
出
金
額
は
、
タ
マ
ネ
ギ
が

１
２
０
９
円
（
３
％
増
）
、

バ
レ
イ
シ
ョ
が
１
０
３
１
円

（
８
％
増
）
と
増
加
し
た
。

不
作
傾
向
で
小
売
価
格
が
高

値
に
な
っ
た
こ
と
が
、
購
入

数
量
の
減
少
に
も
つ
な
が
っ

た
と
分
析
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
り
、
生

鮮
野
菜
が
多
く
消
費
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

農
水
省
が
２
月
１８
日
に

公
表
し
た
２１
年
産
の
「
茶

の
摘
採
面
積
、
生
葉
収
穫

量
及
び
荒
茶
生
産
量（
主

産
県
）」に
よ
る
と
、主
産

県
の
荒
茶
生
産
量
は
、前

年
か
ら
大
き
く
増
え
て
い

る
。

主
産
県
の

茶
の
摘
採
実

面
積
は
２
万

８
８
０
０
㌶

で
、
９
０
０

㌶
（
３
％
）

減
少
し
た
。

茶
の
生
葉

収
穫
量
は
３３

万
２
２
０
０

㌧
と
な
り
、
前
年
産
と
比

べ
て
３
万
４
２
０
０
㌧

（
１１
％
）
増
加
し
た
。
前

年
は
需
要
の
低
迷
を
受
け

た
が
、
２１
年
は
主
産
地
の

静
岡
が
二
番
茶
以
降
お
お

む
ね
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ

と
や
、
ド
リ
ン
ク
原
料
用

の
生
産
が
増
加
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
回
復
し
た
と
み

ら
れ
て
い
る
。

荒
茶
生
産
量
も
７
万
７

０
０
㌧
で
、
７
６
０
０
㌧

（
１２
％
）増
加
し
て
い
る
。

上
位
３
県
の
生
産
量
は
図

の
と
お
り
。
こ
の
３
県
で

全
体
の
８７
％
を
占
め
て
い

る
。

２１年に購入数量が増加した上位５品目
（グラム、円）

支出金額

増減率

▲１４%
▲３%
▲３%
▲５%
▲６%

（独）畜産産業振興機構の資料から

増減
金額
▲１５４
▲７５
▲２０
▲４１
▲４８

９２１
２，７１７
７３２
８３９
７７８

購入数量

増減率

３%
３%
６%
２%
５%

増減
数量
１９５
１１４
８２
４９
４８

６，３３８
４，０８５
１，５２０
２，１８８
１，０４７

品目

キャベツ
トマト
ナス
レタス
ピーマン

農作業中の死亡事故発生状況
（人、％）

死亡者数
農 業 機 械 作 業 に
係 る 事 故

農 業 用 施 設 作 業
に 係 る 事 故
機械・施設以外の
作 業 に 係 る 事 故

性
別

うち６５歳以上
層に係る事故

注：１ （ ）内は、事故発生件数に対する割合である。
２ １７年の年齢については、不明が１名いる。
３ ２０年から、「その他」に含めていた「農用高所作業機」を分離した。

乗用型ﾄﾗｸﾀｰ

歩行型ﾄﾗｸﾀｰ

農用運搬車

自脱型ｺﾝバｲﾝ

動力防除機

動力刈払機

農用高所作業機

その他

男

女

１６年
３１２
２１７

（６９．６）
８７

（２７．９）
３５

（１１．２）
３７

（１１．９）
７

（２．２）
１０

（３．２）
１０

（３．２）

…

３１
（９．９）
１４

（４．５）
８１

（２６．０）
２５７

（８２．４）
５５

（１７．６）
２５４

（８１．４）

１７年
３０４
２１１

（６９．４）
９２

（３０．３）
２８

（９．２）
２６

（８．６）
１１

（３．６）
６

（２．０）
１２

（３．９）

…

３６
（１１．８）
１３

（４．３）
８０

（２６．３）
２６６

（８７．５）
３８

（１２．５）
２５６

（８４．２）

１８年
２７４
１６４

（５９．９）
７３

（２６．６）
２４

（８．８）
１８

（６．６）
８

（２．９）
８

（２．９）
６

（２．２）

…

２７
（９．９）
１３

（４．７）
９７

（３５．４）
２２５

（８２．１）
４９

（１７．９）
２３７

（８６．５）

１９年
２８１
１８４

（６５．５）
８０

（２８．５）
２２

（７．８）
２６

（９．３）
９

（３．２）
８

（２．８）
７

（２．５）

…

３２
（１１．４）
１７

（６．０）
８０

（２８．５）
２４１

（８５．８）
４０

（１４．２）
２４８

（８８．３）

２０年
２７０
１８６

（６８．９）
８１

（３０．０）
２６

（９．６）
１５

（５．６）
１２

（４．４）
９

（３．３）
７

（２．６）
３

（１．１）
３３

（１２．２）
８

（３．０）
７６

（２８．１）
２３２

（８５．９）
３８

（１４．１）
２２９

（８４．８）

農
作
業
死
亡
事
故
１１
人
減
の
２７０
人

２０
年
機
械
作
業
時
が
約
７
割

キ
ャ
ベ
ツ
が
購
入
数
量
６.３
㎏
で
ト
ッ
プ

２１
年
１
〜
１２
月
生
鮮
野
菜
の
消
費
動
向

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
安
全
第
一
に

春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
開
始

２１
年
産
荒
茶
生
産
量
１２
％
増

二
番
茶
以
降
の
好
天
等
影
響
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ブドウ果皮色は、売り値に直結する
重要な果実形質の１つとなっている。
現在普及している品種は、アントシア
ニン色素が果皮に蓄積している。果皮
色が黒色になる「巨峰」、赤色になる「ク
イーンニーナ」などの着色系品種では、
地球温暖化による果実成熟期の高温の
影響で着色不良になるケースが増えて
いる。
また、ブドウは糖度が十分で食味が
良くても、色ムラなどの外観の問題で
等級が下がり、生産者の所得に影響が
出るため、着色不良は大きな課題とな
っている。
そこで、農研機構は、収穫後のブド
ウの果実の着色改善のための光と温度

の処理条件を調べ、果実発色促進装置
を開発。標準作業手順書を公表した。
これまでも、着色不良が多発する地
域では、ブドウの栽培前に行う、果実
の生育期間中の環状はく皮や摘葉処理
などの対策の技術は存在していたが、
作業が大変であることや、処理時期の
見極めが難しいことが課題だった。ま
た、収穫後の果実を対象にした実用的
な着色改善技術は存在しておらず、簡
単に生産者が取り組める技術が求めら
れていた。
技術の概要は、これまでに同機構が
発見してきた、「光照射」「１５～２０℃
の温度処理」を５～９日間行うことで、
効果的にブドウの果皮色が改善すると

いう知見を活かし、
収穫後のブドウの着
色を実用レベルで改
善する装置の開発。
山口県産業技術セン
ターなどと共同で開
発した。
新たに開発した装
置は、以前に開発さ
れた装置を基本技術
として、青色チップ
LED を多数配置し
た面光源、面光源と果実までの距離を
調整可能なフレーム、温度制御のため
の容器で構成されている（写真）。フ
レームにより、形状や大きさが異なる
ブドウの着色促進が可能となってい
る。
同手順書は、果実発色促進装置の購
入・利用を検討している果樹生産者な
どを普及の対象としている。
同技術の普及により、果実の品質向

上による生産者の所得増加が見込める
ほか、着色良好果の生産の安定化につ
ながり、生産・流通段階でのブドウの
廃棄量を減らすことが可能になるとみ
られている。
同機構は今後、ブドウ以外の果樹や
果菜類に本技術を応用するため、より
幅広い品目で、効率的に品質が保持・
向上できる技術の開発を進めたいとし
ている。

急な斜面での草刈りの作業は、危険
を伴う。人手で行うには姿勢が不安定
なため、作業中の転倒・転落事故が多
く発生している。また、中山間地域は
平地に比べて草刈りが必要な面積が広
く、管理作業が生産者の大きな負担と
なっている。安全な場所から効率的に
草刈り作業を行える草刈機の開発が望

まれていた。
農研機構と福島県農業総合センター
等の共同研究機関は、リモコンで１ｍ
を超える雑草の生い茂る斜面の草刈り
ができるハンマーナイフ式（※）の小
型草刈機を開発した。現地試験では、
市販の草刈り機の２倍以上の作業能率
で草刈りを行うことができた（図）。

同機は、主に草刈
部、走行部、操作部で
構成されている。操
作部は防塵防水仕様
の無線リモコンを用
いている。１００m 以
上離れた場所からエ
ンジンの始動、停止、
前進・後進・旋回、草
刈部の上下、非常停
止などを行うことができる（写真）。
また、機体の大きさは１６８３×１１０５×

６９０㎜で、軽量であるため、軽トラック
などで運ぶことができる。最大適応傾
斜角は４５度。これ以上の急な斜面でも
作業ができる場合もあるが、搭載して

いるエンジンで保証されているのは４５
度まで。作業は、本機を法面の等高線
に沿って走行させて行い、法面の端で
旋回させて次行程の作業に入る。この
動作を繰り返すことで連続作業が可能
となっている。
なお、販売開始時期は今年の６月を
予定しており、価格は３５０万円程度とな
っている。
※回転するドラムに並んだ Y 字型

のフリー刃（ハンマーナイフ）が縦に
回転しながら草を巻き込み、粉砕しな
がら刈り取っていく方式。

ニホンナシ栽培では黒星病の発生が
最も重要な問題となっているが、薬剤
を散布するタイミングなどは生産者の
経験則に頼っている部分があり、より
確実に黒星病の発生予測と農薬散布時
期を判断する方法が求められている。
千葉県農林総合研究センターと共同
研究機関はそうした問題を解決するた
め、アメダスデータに基づいて黒星病
の発生を予測し、農薬散布時期の判断
を支援するシステム「梨なび」を開発
したが、パソコン上からしか利用でき
なかった。現在、同センターは共同研
究機関とともに、スマートフォンから
操作できる「梨なびアプリ」に同シス
テムを進化させ、実証を開始した。
黒星病の発生予測の精度向上に必要
な、ナシ園の葉面濡れ時間、開花時期
などのデータをリアルタイムで収集で
きるシステムを取り入れ、生産者が農
薬散布を行う時期がより正確に分かる
機能を実装しており、２３年度の本格運

用が目標。
県内での使用が可能になり次第、今
後、他県の試験場などと連携を図るな
ど工夫し、全国の生産者が使用できる
仕様にすることを目指している。

農水省は２月１５日、「２１年産ニホ
ンナシ、ブドウの結果樹面積、収穫
量及び出荷量」を公表した。ニホン
ナシ・ブドウともに生産量が増加し
た。
ニホンナシの結果樹面積は、高齢

化による労力不足に伴う廃園があった
ことなどにより、前年産から４００ha
（４％）減少し、１万３００ha となった。
１０ａ当たり収量は、茨城・栃木・千葉
などでおおむね天候が良く生育が良好
だったことから、作柄の悪かった前年
産を２００㎏（１３％）上回ったことなどが
影響し、１７９０㎏だった。
収穫量は１万４２００t（８％）増の１８

万４７００ｔ、出荷量は１万４２００t（９％）
増の１７万２７００ｔとなった（図１）。都
道府県別の収穫量割合は、千葉が１１％、
茨城が１０％、栃木が９％、長野・福島
が６％となっており、この５県で全国
の約４割を占める。
ブドウの結果樹面積は前年産並み

で、１万６５００ha。１０ａ当たり収量は前
年産を１０㎏（１％）上回り、１０００㎏と
なっている。
収穫量は前年産から１７００t（１％）増
の１６万５１００ｔ、出荷量は１８００ｔ（１％）
増の１５万３９００ｔ（図２）。都道府県別
の収穫量割合は、山梨が２５％、長野が
１７％、岡山・山形が９％、福岡４％と
なっており、この５県で全国の約６割
を占めている。

果実発色促進装置（粒売りブドウ用）の基本構造

開発機の外観

ブドウの着色、光と温度で改善
収穫後の不良に対応

農研機構の資料から

リモコン式自動草刈り機が登場
労働力不足・急斜面の事故に対応

図・写真ともに農研機構の資料から

「梨なびアプリ」で黒星病予測
スマホに農薬の散布時期など通知

ニホンナシ９％
・ブドウ１％増
２１年産出荷量
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現在、乳質は全国的に向上しており、
トップの成績を収めることは非常に難
しくなっている。そうした中、各種の
共励会等で優秀な成績を収め、活躍す
る開拓酪農家を紹介する。
群馬県みどり市で酪農を営んでいる

は る あ き

石原玄明さん（４５歳）は、２０年度第６３
回群馬県原乳品質改善共励会での受賞
で、４回連続、農林水産大臣賞を受賞
した。この他、関東生乳販連主催の第

１１回・第１３回関東生乳品質改善共励会
でトップの成績を収めるなど、数々の
賞を受賞している。
石原さんが営農している「石原牧場」
は同市大間々町の戦後開拓地にある。
近くの農家の次男であった初代の祖父
・健次さんが、独立にあたり１９４９（昭
和２４）年に入植し、開拓を始めた。石

つ や こ

原さんは牧場の三代目。妻・津矢子さ
んと二代目の父・俊明さんと力を合わ
せ、母・ふじ子さんも折々に参加した形
での家族経営で、従業員２人も合わせ
た計６人で牧場の管理をしている。
牧場は０９年に６４頭の牛舎を新しく増
築し、計７０頭を飼養している。今年の
２月に新しく乾乳舎も増やし、牛も更
に増やしていく予定。草地は９haを管

理しているが、ほとんどが借地である。
初代・健次さんと一緒に酪農を始めた
近所の開拓酪農家の仲間の孫の代は全
員、営農からは離れてしまっていると
いう。玄明さんは、地域で唯一の三代
目として、初代と仲間たちが開拓した
草地を大切に活かしている。
長年に渡り数々の賞を受賞してきた
石原さんが日々営農する上で最も重要
視していることは、「牛が健康である
こと」。人間も体が健康でなければ良
い仕事ができないのと同じように、牛
も健康でなければ良い牛乳は出せない
と常に心に置き、少しでも何か変化が

あった時に気付けるよう、常に個体観
察を徹底している。
また、なるべく牛がお腹いっぱい食
べられるよう、一口でも多く食べさせ
ることに努めている。牛が健康であれ
ば、繁殖も上手く回り、良い生乳が搾
れることを、長年得てきた共励会等で
の評価から実感しているという。
今後の目標は、現状を維持して守り、
牛の体調は絶対に崩さず、さらに牛群
の能力を高めていくこと。現在、石原

ゆ う ま

さんの子息である悠真さんが、農業系
の大学で酪農を学んでいる。牧場の四
代目として継承を目指している。石原
さんとしては、海外研修や他の牧場で
の実習などを積んでからの継承を希望
している。
地域で唯一営農を続ける開拓酪農家
として、次世代に良い状態で牧場を残
すべく、石原さんは今日も元気な牛・
良い牛乳をモットーに、ベストパフォ
ーマンスを心がけて挑み続けている。

近年乳用牛の体型は大型化が進んで
いる。既存の牛床スペースでは狭くな
り、寝起きや休息などの行動に様々な
弊害が出ている。
長野県畜産試験場は、既存のつなぎ
牛舎を低コストで改修し、牛の大型化
に対応する技術を公表した。牛の大型
化に対応する牛舎の構造は「ケベック
式」という。
～設置方法～
①飼槽上部のません棒等水平パイプ
を取り外す②たるみ幅を約２５㎝にして
チェーンの長さを決める③高さが牛床
から９０～１００㎝になるように両サイド
の支柱にチェーン固定用金具を取りつ
ける（両端に取り付けたシャックルに
丸棒を串刺し状にして固定すると、簡
単にチェーンの長さを牛のサイズに合

せて微調整可能）④中心部の高さが牛
床から７５㎝になるように両サイドの支
柱にチェーンを付ける⑤約３７㎝ナスカ

け いりゅう

ン付き首輪繋留チェーンを、中心部に
取り付ける（起立時の頭部の突き出し
行動、尻舐め行動も妨げない高さとす
る）―の手順で設置する（写真）。
なお、チェーンのたるみ幅は、１０㎝

以下にすると範囲がせまく、首周りに
ケガを負うリスクがある。また、３０㎝
以上にすると、前肢が飼槽に飛び出す
ため注意が必要。
チェーン中心部の高さについては、
適正な高さの検討のため、牛床から
８０㎝区、７５㎝区の２区に３～６産の搾
乳牛４頭を２頭ずつ配置し、１期１週
間（馴致期間２日間、試験期間５日間）
の反転法で試験を行った。
ケベック式とニューヨーク式タイス
トールの快適性を比べるため、初産～
３産の搾乳牛を、チェーン高さの試験
と同様の頭数で配置。１期を６～１１日
間とし、３期間反転した。その後馴致
期間３日間、本試験期間４日間の反転
試験法で行った。なお、各ストールは
両方の飼養方式が設置可能なため、牛
の移動は行わなかった。
～結果～
牛床から７５㎝区は８０㎝区と比べて横
臥時間が有意に長くなった。１日当た
りの横臥回数には差がなかった。８０㎝
を超えるとチェーンの上から頭部を飼

槽側へ出して採食することが困難とな
る。逆に７０㎝未満ではチェーンをまた
いで前に出る可能性がある。中心部の
高さは牛床から７５㎝が良いと考えられ
た。
ケベック式とニューヨーク式の横臥
時間・回数の差は表のとおり。同じよ
うに快適性を確保できた。
同場は留意点として、牛体サイズ・
タイストールの規格の違いにより設置
の目安が変化する可能性があること、
チェーン固定用器具の作成以外は特別
な技術は必要なく取り組めるが、金属
加工ができない場合は作成を外部委託
する必要があることを挙げている。
改修に必要な費用は、材料の加工・
設置費が別途必要となるが、部材費は
１床当たり８３９７円と試算されている。

暑さ寒さも彼岸までのとおり
で、桜の開花便りが届く時期とな
り春本番を迎えました。日中は汗
ばむ程に気温は上がります。この
時期は昼夜の温度格差が激しいの
で、分娩舎の初生子豚の管理には
特段の目配りが必要となります。
配合飼料価格はこの１年連続の
値上げ、激変緩和措置として全国
畜産配合飼料価格安定基金から、

価格差補てん金が連続して交付さ
れています。
配合飼料価格が値上げ、高止ま
りの状況では価格差補てん金の交
付単価は減額となります。今後の
配合飼料価格の動向は、ロシアの
ウクライナ侵攻により、穀物、原
油価格が高騰しており、予断を許
さない状況にあります。
こうした中で、購入した配合飼
料は一粒たりとも無駄なく、豚の
口に入るよう、不断給餌器では開
口部の点検のほか、給餌器の破損
なども改めて点検、確認したいも
のです。

（全開連参事 臼井靖彦）

チェーンの牛床からの高さ①両端：
９５ｃｍ ②中心部：７５ｃｍ［牛床の
長さ：１８５ｃｍ、牛床の幅：１３０ｃｍ］

ケベック式の試験ストール

① ②

母豚の鈍性発情は、交配や種付けの
時期を逃がす原因となるため、効率的
に繁殖を進める上で問題となる。
埼玉県農業技術研究センターは、膣
内電気抵抗値（ＶＥＲ値）を指標とし
て、鈍性発情を発見する方法を公表し
た。
発情が異常な母豚のＶＥＲ値を計測
し、値をもとに鈍性発情の個体１０頭を
選別。人工授精を行い、３頭で受胎が
確認された。平均産子数は５．３頭だっ

た。ＶＥＲ値の測
定により、鈍性発
情の母豚を見つけ
出し繁殖豚として
利用することがで
きた。
同センターは今
後、ＶＥＲ値に加
えて膣内粘液中の
細胞構成比を指標に用いることで、こ
れまで繁殖に利用できなかった母豚の
中から、より正確に鈍性発情母豚の選
別ができるよう検討したいとしてい
る。なお、測定機は１１～１２万円程度と
なっている。

写真提供：石原玄明さん

測定の様子

埼玉県農業技術研究
センターの資料から

ケベック式とニューヨーク式における
１日当たりの横臥時間・横臥回数の比較
調査項目 ケベック式 ニューヨーク式 差の優位性

１日当たりの
横臥時間 １１時間５７分 １２時間０３分 ＮＳ

１日当たりの
横臥回数 ９．５回 ９．８回 ＮＳ

写真・表ともに長野県畜産試験場の資料から

石原さん（群
馬）が４回連続大臣賞

～県原乳品質改善共励会で～
目指すは四代目への後継

つなぎ牛舎改修で体型大型化に対応
簡易に低コストで快適性向上

豚の「鈍性発情」見逃し防止
膣内電気抵抗値測定で
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牛の呼吸器病は、ウイルスや細菌、
マイコプラズマなどが混合感染してい
ることが多い。
ウイルス性呼吸器病は、単独でも重
症となる事例や、短期間で牛舎内に拡
がることがある。寒冷期に発生が多い
が、冬から春先の寒さが緩んでくる頃
は寒暖差が大きく、ストレスで免疫力
が低下するので注意が必要である。
【主な疾病】
牛ＲＳウイルス病、牛伝染性鼻気管

炎（ＩＢＲ）、牛パラインフルエンザ、
牛アデノウイルス病など。
【主な症状】
発熱、食欲不振、鼻汁、咳、呼吸数
の増加、元気消失、食欲不振など。
特に牛ＲＳウイルス病は、子牛のみ
ならず成牛でも発生する怖い病気。重
症の呼吸器症状を示して死亡する例が
あるほか、伝染速度が速く、集団発生
する場合もある。
いずれの疾病も細菌などが二次感染

するとさらに重症化する。
【発生予防のポイント】
ウイルスは、牛の栄養状態の悪化や、
気候の変化による環境ストレス、飼養
管理の不備（換気不良、密飼いなど）
によるストレスなどが重なると感染し
やすくなる。できるだけストレスを軽
減するよう、適切な飼養管理を徹底
し、発生予防に努めることが大事であ
る。
・踏み込み消毒槽を設置するなどの
衛生管理を徹底し、ウイルスを牛舎内
に持ち込まない。
・汚れた牛床は、アンモニアガスが
発生し、牛の気道の粘膜を刺激する。
呼吸器病発生の誘因となるので、小ま
めに敷料を交換する。

・保温のため牛舎を密閉しがちにな
ると、アンモニアガス、ほこりがこも
り、大きなストレスとなる。換気を十
分に行う。
・ウイルスに対して、薬剤の効果は
期待できない（細菌の二次感染の防止
には有効）。ワクチンが開発されてい
るものは、有効に活用する。
ただ、牛の健康状態等により、抗体
値の上昇が不十分な個体もいることに
注意が必要。より効果が得られる適切
な時期の接種が重要であり、獣医師に
相談する。
・牛舎全体の牛で呼吸器症状を示す
などの異常が認められた場合は、速や
かに獣医師または家畜保健衛生所に連
絡する。

農水省によると、全国の農場ＨＡＣ
ＣＰ（ハサップ）認証農場数は４２８農場
となった（２２年２月２２日時点）。農場
ＨＡＣＣＰの導入は、飼養
衛生管理の向上により家畜
の健康を保ち、事故率低減
などの効果がある。２１年度
から認証手続きが始まり、
認証農場数は年々増えてい
る（図）。
４２８農場の内訳は、乳用

牛４３、肉用牛１１１、乳用牛・肉用牛
（乳肉複合）３、養豚１６６、養鶏（採
卵）９２、養鶏（肉用）１３農場。肉用牛

は、１７年度の２９農場から４倍近くに増
えている。なお、農場ＨＡＣＣＰ認証
機関は、（公社）中央畜産会など２機
関。
ＨＡＣＣＰとは、「Hazard Analy
sis Critical Control Point」の頭文字
をとったもので、日本語の訳は「危害
要因分析・必須管理点」。
農場ＨＡＣＣＰは、ＨＡＣＣＰの考
え方を採り入れ、畜産における衛生管
理を向上させるため、危害要因（微生
物、化学物質、異物など）を防止する
ための管理ポイントを設定。管理手段
を決め（作業手順のマニュアル化）、
重点的に適正な管理を行い、継続的に

監視・記録を行うことにより、農場段
階で危害要因をコントロールする。農
場での衛生管理の徹底を通じ、畜産物
の安全性も確保する
同省は、農場ＨＡＣＣＰの取り組み
を推進している。畜産農家が取り組む
に当たっては、最寄りの家畜保健衛生
所等への相談を勧めている。取り組む
理由及び効果として、①原因となる危
害要因を管理できる②無駄な衛生コス
トを抑えつつ、最適な衛生状態を作り
出すことができる③事故率が低くな
り、生産性が向上する④衛生水準の高
い農場として取引先にアピールできる
―などを挙げている。

（公社）日本食肉格付協会公表の２１
年次（１～１２月）牛枝肉格付結果によ
ると、交雑種去勢・雌、和牛去勢の肉
質等級及び歩留等級は、いずれも向上
している（本紙２月号）。
同協会は２月９日、２１年次の「出荷
県別格付結果情報」も公表した。全国
及び出荷県別に黒毛和種、乳用種、交
雑種のそれぞれ去勢牛について、等級
別格付結果と歩留基準値算出のための
各肉質項目の平均測定値を調査した。
なお、枝肉のうち、「歩留補正」「未
切開」「瑕疵のあるもの」は、調査対
象から除いている。
同協会の今回のデータと過去のデー
タから、この５年間の全国平均値の推
移をみる（表）。
○黒毛和種去勢 : 枝肉重量は漸増傾
向。胸最長筋面積（ロース芯面積）は
大きくなり、ばらは厚みを増している。
歩留基準値は７５％を超えた。ＢＭＳ№
は８．０、締まり・きめの等級は４．５と肉
質が向上している。種雄牛の改良や、
生産者の適正な飼養管理が寄与し、肥
育牛の枝肉成績は各肉質項目で向上が

みられる。
その結果、４等級以上比率は、年々
上昇している。
○乳用種去勢：母体が乳牛であり、
生乳生産のために改良されてきた。だ
が、生産者の適正な飼養管理により、
去勢肥育牛の枝肉重量は４４０㎏台半ば
で安定的に推移。各肉質項目の平均値
は横ばいで推移している。
その結果、３等級以上比率も横ばい
となっている。
○交雑種去勢：枝肉重量は漸増傾

向。胸最長筋面積は着実に大きくなっ
ている。歩留基準値、ＢＭＳ№、締ま

り・きめの等級も向上してきたが、こ
こ２年の平均測定値は、同じ値となっ
ている。

その結果、３等級以上比率は年々上
昇してきたが、ここ２年は、横ばいと
なっている。

乳用種で連続発動
牛マルキン１月分

農畜産業振興機構は３月９日、肉
用牛肥育経営安定交付金（牛マルキ
ン）の交付金単価（２２年１月分、概
算払）を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的
生産費を下回ったため、引き続き交

付が行われる。交雑
種の発動はなかっ
た。肉専用種は、岩
手県の日本短角種で
のみ発動した。
乳用種は素畜費の
高止まり等により、発動が続いている。
１月に販売した乳用種１頭当たりの交
付金単価は、４万５２７４．８円（前月は４
万４２０．８円）となった。

前月と比べると、販売価格がやや下
がり、生産費は素畜費の上昇で増加し
た。その結果、生産費と販売価格の差
額が拡大し、交付金は増額となった。

全国における測定項目別の平均値（各年１～１２月）
（kg、㎠、㎝、％）

４等級以上
８９．５
８７．８
８６．１
８３．４
８１．８

３等級以上
２．６
３．１
２．６
２．７
２．６

３等級以上
７０．８
７１．２
６９．６
６６．７
６５．８

注：締りきめ＝締まり・きめの等級。 （日本食肉格付協会の資料を基に作成）

締りきめ
４．５
４．４
４．４
４．３
４．２

締りきめ
２．０
２．０
２．０
２．０
２．０

締りきめ
３．０
３．０
２．９
２．９
２．９

BCS№
３．７
３．７
３．７
３．７
３．７

BCS№
４．１
４．１
４．１
４．１
４．１

BCS№
４．０
４．０
４．０
４．０
４．０

BMS№
８．０
７．８
７．６
７．３
７．１

BMS№
２．１
２．１
２．１
２．１
２．１

BMS№
３．９
３．９
３．９
３．８
３．７

歩留値
７５．１
７４．８
７４．６
７４．５
７４．５

歩留値
６９．０
６９．０
６９．０
６９．１
６９．１

歩留値
７０．３
７０．３
７０．２
７０．２
７０．２

皮下厚さ
２．４
２．５
２．５
２．５
２．５

皮下厚さ
２．１
２．１
２．１
２．０
２．０

皮下厚さ
２．８
２．８
２．８
２．７
２．８

ばら厚さ
８．３
８．２
８．２
８．１
８．０

ばら厚さ
５．５
５．６
５．６
５．５
５．６

ばら厚さ
７．５
７．５
７．５
７．５
７．５

胸面積
６７．０
６５．７
６４．３
６３．４
６２．５

胸面積
４１．９
４２．０
４１．５
４１．６
４１．４

胸面積
５５．２
５４．９
５４．１
５３．６
５３．４

枝肉重量
５１１．８
５１２．４
５０７．７
５０４．０
４９８．８

枝肉重量
４４５．６
４４９．１
４４５．７
４４３．３
４４２．７

枝肉重量
５３６．８
５３６．７
５３３．８
５２９．７
５２７．２

黒毛去勢
２０２１年
２０２０年
２０１９年
２０１８年
２０１７年

乳用去勢
２０２１年
２０２０年
２０１９年
２０１８年
２０１７年

交雑去勢
２０２１年
２０２０年
２０１９年
２０１８年
２０１７年

２２年１月分 牛マルキン交付金算定基礎 （円／頭）
乳用種
４５２，１７０
５０９，１４２
△５６，９７２
５１，２７４．８

４５，２７４．８

交雑種
７１１，６５０
７０１，０３９
１０，６１１

―

―

区 分
標準的販売価格 （Ａ）
標準的生産費 （Ｂ）
差額 （Ｃ）＝（A）－（B）
交付金単価 （Ｄ）＝｜（C）｜×０．９
暫定交付金単価（概算払）

（Ｄ）－６，０００

ウイルス性呼吸器病に注意ウイルス性呼吸器病に注意
適切な飼養管理でストレス軽減を

飼養衛生管理向上へ
農場ＨＡＣＣＰの取り組みで

黒毛去勢のＢＭＳ№ ８.０に
２１年１～１２月の全国平均測定値
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

外食需要の低迷
が長引くも、出
荷頭数は減少

２月は、新型コロナウイルスの感染
拡大に伴い、まん延防止等重点措置が
延長され、外食需要が低迷した。その
ため、相場は軟調な展開となった。
【乳去勢】２月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は１００５円（前年同月比１０６％）
となり、前月に比べ１９円下げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、３月の乳用種の全国出荷頭数は２
万７１００頭（９３％）で引き続き前年同月
を下回ると見込んでいる。
【Ｆ１去勢】２月の東京市場の交雑種

（Ｆ１）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ
３が１４４８円（前年同月比９８％）、Ｂ２
は１２５７円（９４％）となった。前月に比
べそれぞれ１８円、５３円下げた。Ｂ３単
価は昨年１１月以降、前年同月を下回っ
て推移している（図）。
同機構は３月の交雑種の全国出荷頭
数を２万６００頭（１０９％）と、増加基調
が続くと予測している。

【和去勢】２月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２２８２
円（前年同月比９４％）､Ａ３は２０６７円

（９４％）となった。前月に比べそれぞ
れ６２円、７９円下げた。
同機構は３月の和牛の全国出荷頭数
を３万９千頭（９８％）と、減少に転じ
ると予測。牛全体の出荷頭数は８万

８２００頭（９８％）で前年同月
を下回ると見込んでいる。
一方、３月の輸入量は総
量で４万８００ｔ（８８％）と予
測。内訳は冷蔵品１万７７００
ｔ（７８％）、冷凍品２万３１００
ｔ（９９％）。冷蔵品は、豪州及
び米国における現地価格の
高止まり等により、前年同
月を大幅に下回ると予測。
冷凍品は、引き続き米国産
の輸入量が現地価格の高止
まり等により減少すること
等から、前年同月をわずか
に下回ると見込んでいる。
新型コロナウイルスの感
染者数が依然として多い。

外食需要の低迷が長引くことが予想さ
れ、内食需要中心の荷動きとなる。イ
ベント需要などはまだ期待できないも
のの、出荷頭数が前年同月を下回ると
予想されていること等から、相場は、
総じてもちあいの展開が予想される。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が１０００～
１０５０円、Ｆ１去勢Ｂ３が１３５０～１４５０円、
Ｂ２は１２００～１３００円、和牛去勢Ａ４が
２３００～２４００円、Ａ３は２１００～２２００円で
の相場展開か。

出荷頭数減少と
底堅い内食需要
で堅調な展開か

２月の東京食肉市場税込み平均枝肉
単価は、上物が５１１円（前年同月比
１０２％）、中物は４８４円（１０４％）となっ
た。前月に比べそれぞれ６円、２５円上
げた。底堅い内食需要により、中旬に
小幅高となり、月末まで安定的に推移
した。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、３月は１４４万４千頭（前年同月比
９５％、平年比１０１％）、４月は１３８万６千
頭（９６％、９９％）と前年を下回って推
移する見込み。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、３月の輸入量は総量で６万７２００ｔ
（前年同月比９８％）の見込み。内訳は
冷蔵品３万４３００ｔ（８３％）、冷凍品３

万２９００ｔ（１１８％）。冷蔵品は前年の輸
入量が北米からの入船遅れ等の影響か
ら多かったこと等から、前年同月を大
幅に下回ると予測。冷凍品は中国の買
い付けが弱まったことにより相場が下
がった欧州産の輸入量が増えているこ
と等から、前年同月を大幅に上回ると
見込んでいる。
新型コロナウイルスの感染者数減少
のペースが鈍く、底堅い内食需要が継
続すると見込まれる。出荷頭数が前年
を下回って推移すると予測されている
ことや、国産品と競合する輸入冷蔵品
の供給状況が依然として不安定なこと
等から、堅調な相場展開となることが
予想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５００～５３０円、
中物は４５０～４８０円での相場展開か。

乳素牛・ｽﾓｰﾙも
ちあい、和子牛
は弱もちあいか

【乳素牛】２月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２４万３２４円（前年同月比９９％）、Ｆ１去勢
は３９万６８２３円（８９％）だった。前月に比
べ乳去勢は１万５８７円上げ、Ｆ１去勢は
１２１９円下げた。乳去勢は取引頭数の多
い北海道で値を上げ、Ｆ１去勢は各ブロ
ックでほぼ横ばいだった。
両品種の枝肉の荷動きは底堅く、相
場はもちあいで推移する見込み。素牛
価格も、もちあいとみられる。
【スモール】２月の全国２３市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫

定値）は、乳雄が９万８０２６円（前年同
月比８６％）、Ｆ１（雄雌含む）は１６万２９６８
円（９９％）だった。前月に比べ、それ
ぞれ１万３１７３円、１万２０４０円上げた。前
月まで軟調だった相場は、両品種とも
小戻した。
両品種の枝肉・素牛価格は、もちあ
いで推移すると見込まれている。スモ
ール価格は、２月の上げ基調が保たれ
ると予想される。
【和子牛】２月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、７８万
３５４９円（前年同月比９５％）となった。
前月に比べ６１４７円下げた。２ヵ月連続
で前月を下回った。
和牛の枝肉相場の先行きは不透明感
が強い。子牛価格は弱もちあいで推移
すると予想される。

農畜産業振興機構は２月２４日、２２
年１～６月の牛のと畜頭数見込みを
公表した。交雑種は前年同期をかな
り上回り、乳牛去勢は減少傾向が継
続すると予測している。
（独）家畜改良センターの牛個体
識別情報等を基に、と畜場稼働日数
を加味して、と畜頭数を算出。
交雑種は、酪農家における乳用牛
への黒毛和種交配率の上昇が継続し
ていることから、前年同期比９．１％増
と予測。各月、去勢・雌牛合計で２
万頭前後の推移を見込んでいる。
乳用種（雌牛含む）は、酪農家に
おける乳用牛への黒毛和種交配率の
上昇や、性選別精液の活用等による
乳用後継牛の確保の動きにより、乳
牛去勢の減少が続くと見込まれるこ
とから、前年同期比４．６％減と予測。
各月、去勢・雌牛合計で２万頭台の

推移を見込んでいる。
和牛については、繁殖雌牛の頭数が

１６年から増加傾向で推移していること
に加え、乳用牛への和牛受精卵移植技
術の活用等により、肥育牛のと畜頭数
は、去勢・雌牛合計で前年同期比１．１％
増と予測。１～２月は３万頭台前半、
３～６月は３万頭台後半で推移する見
込み。牛全体では同０．９％増と見込んで
いる。
同期の枝肉相場は、新型コロナウイ
ルス感染症の収束が依然として見通せ
ないことや、原材料価格の高騰や円安
の影響で食料品などが値上がりしてい
ることによる消費者の節約志向から、
大幅な上伸は考えにくい。だが、値ご
ろな国産牛肉である乳牛去勢は、と畜
頭数の減少が見込まれていることもあ
り、引き合いは堅調に推移するものと
みられる。

２月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ７１２ ５９７ ２９５ ２８８ ２３５，１２０ ２２２，１６１ ７９７ ７７１
Ｆ１去 １，５７１ １，７５９ ３２９ ３３２ ３９９，３７１ ４０１，４４５ １，２１４ １，２０９
和去 ２，１４６ １，９９６ ３２５ ３２６ ８０５，１９４ ８３１，９８９ ２，４７８ ２，５５２

東 北
乳去 ― １ ― ２２３ ― １１０，０００ ― ４９３
Ｆ１去 ３ ５ ２８２ ２４７ ２６４，７３３ ２３５，８４０ ９３９ ９５６
和去 ２，５７１ ２，４１５ ３２０ ３１６ ７５４，５４８ ７４２，８９０ ２，３５７ ２，３５１

関 東
乳去 ８１ ４２ ３０６ ３７２ ３０５，６３７ ３４９，９８３ ９９９ ９４０
Ｆ１去 １６１ １３１ ３４７ ３４１ ４１４，１３３ ４２６，０１１ １，１９５ １，２４８
和去 ９０４ ７０９ ３０８ ３１８ ７６３，３３２ ７９４，８５６ ２，４８２ ２，５０２

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ９０ ― ２７０ ― ７０３，０３４ ― ２，６０４ ―

東 海
乳去 １１ ７ ２７３ ２７１ ２４７，４００ ２２８，３２９ ９０６ ８４２
Ｆ１去 ３１ ３８ ３０７ ３１２ ３１７，２２６ ３１１，３８７ １，０３３ ９９８
和去 ２３３ ３９９ ２６９ ２７９ ８４３，１９５ ８６９，５７４ ３，１３４ ３，１１７

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ４０３ ４４２ ２６１ ２６１ ７９２，１４５ ８１５，１８４ ３，０３６ ３，１２１

中 四 国
乳去 ４５ ４２ ２６９ ２６３ ２０６，１８９ ２１３，０６０ ７６７ ８０９
Ｆ１去 ２４９ ２８１ ３３４ ３３７ ３８２，２１７ ３８６，６１７ １，１４４ １，１４９
和去 ３１３ ９４６ ３００ ２９８ ７７２，３４４ ７７１，１７６ ２，５７５ ２，５９２

九州・沖縄
乳去 １ ５ ３２０ ３２１ １１３，３００ ２９０，１８０ ３５４ ９０４
Ｆ１去 ９８ ３２３ ３３０ ３３７ ３９３，８６７ ３９０，８１０ １，１９４ １，１５８
和去 ７，５２８ １０，９７３ ２９５ ２９４ ７８８，８３４ ７８９，６２２ ２，６７０ ２，６８５

全 国
乳去 ８５０ ６９４ ２９４ ２９２ ２４０，３２４ ２２９，７３７ ８１７ ７８７
Ｆ１去 ２，１１３ ２，５３７ ３３１ ３３４ ３９６，８２３ ３９８，０４２ １，１９９ １，１９２
和去 １４，１８８ １７，８８０ ３０４ ３０１ ７８３，５４９ ７８９，６９７ ２，５７７ ２，６２４

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

交雑９％増、乳去勢は減少続く
２２年１～６月と畜頭数見込み

も
ち
あ
い
の
相
場
展
開
か

畜産物需給見通し畜産物需給見通し


